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《
資
料
紹
介
》

戸
田
葆
堂
『
芸
窓
日
録
』
解
題

中

嶋

康

博

明
治
時
代
初
期
、
大
垣
で
発
行
さ
れ
た
漢
詩
雑
誌
『
鷃
笑
新
誌
（
あ
ん
し
ょ
う

し
ん
し
）』
の
編
集
長
を
つ
と
め
た
戸
田
葆
堂
（
と
だ
ほ
ど
う
：
嘉
永
四
年
～
明

治
四
十
一
年
）。
彼
が
遺
し
た
日
記
『
芸
囱
日
彔
（
う
ん
そ
う
に
ち
ろ
く
：
芸
窓

日
録
）』（24

×16.5cm

、
三
十
五
丁
、
和
紙
写
本
）
を
翻
刻
紹
介
す
る
。

最
初
に
戸
田
葆
堂
の
略
歴
を
『
濃
飛
文
教
史
』
他（

（
（

に
し
た
が
っ
て
述
べ
る
。
戸

田
葆
堂
、
名
は
光
、
字
は
修
来
、
通
称
鼎
耳
、
初
め
葆
堂
と
称
し
、
の
ち
葆
逸
と

改
め
、
再
び
葆
堂
に
復
し
た
。
別
に
保
眞
堂
、
問
鶴
園
、
十
二
洞
天
齋
の
号
が
あ

り
、
旧
大
垣
藩
臣
戸
田
義
尚
の
長
子
で
あ
る
。

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
十
一
月
二
十
九
日
に
生
れ
る
。
父
が
早
世
し
た
た
め

祖
父
義
賢
の
後
を
承
け
て
家
を
継
ぎ
、
藩
主
戸
田
氏う
じ
た
か共
の
侍
講
と
な
っ
た
。
明
治

五
年
に
他
界
し
た
小
原
鉄
心
を
「
王
父
（
亡
き
祖
父
）」
と
仰
ぎ
、
生
前
の
鉄
心

は
穎
悟
強
識
で
あ
っ
た
「
姪
孫
」
の
彼
を
「
以
て
意
を
強
う
す
る
に
足
る
」
と
常

に
人
に
語
り
、
頼
り
に
し
て
い
た
と
い
う
。
鉄
心
に
は
娘
が
三
人
あ
り
、
藩
執
政

上
田
家
を
襲
っ
た
弟
能
重
の
ほ
か
同
胞
に
四
人
の
姉
妹
が
あ
っ
た
。「
姪
孫
」
と

は
姉
か
妹
の
孫
を
指
す
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
祖
父
と
し
て
仰
が
れ
た
の
は
、

つ
ま
り
葆
堂
の
両
親
が
、
小
原
家
の
後
嗣
同
様
、
い
と
こ
同
士
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
（
小
原
家
に
は
能
重
の
長
男
適た
だ
しが

鉄
心
の
婿
養
子
に
入
っ
て
い
る
）。

明
治
二
年
、
鉄
心
に
従
っ
て
東
遊
、
昌
平
黌
に
学
ん
だ
が
、
居
る
こ
と
二
年
で

病
を
得
て
帰
郷
。
そ
の
後
は
藩
儒
の
野
村
藤
陰
お
よ
び
岩
瀬
尚
庵
、
井
田
澹
泊
等

に
就
い
て
学
ん
だ
。
岐
阜
県
令
の
小こ

崎さ
き

利と
し
な
り準
に
乞
わ
れ
る
も
病
弱
を
理
由
に
仕
官

を
固
辞
し
、
京
都
の
諸
名
流
と
の
詩
酒
徴
逐
の
日
々
を
送
っ
た
と
い
う
。
ま
た
画

筆
を
執
っ
て
は
天
野
方
壺
に
学
び
、南
画
家
と
し
て
一
家
を
成
す
に
至
っ
て
い
る
。

明
治
十
四
年
九
月
、
同
士
と
相
謀
っ
て
大
垣
に
鷃
笑
社
を
創
設
し
た
。
野
村
藤

陰
を
社
長
に
推
し
、
自
ら
は
編
集
長
と
な
り
月
刊
雑
誌
『
鷃
笑
新
誌
』
を
発
行
、

以
後
印
刷
に
も
携
わ
っ
た
。
稀
覯
雑
誌
で
あ
る
が
、
現
在
東
京
大
学
の
明
治
新
聞

雑
誌
文
庫
に
、
明
治
十
六
年
二
十
六
集
ま
で
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
断
続
的
に
確

認
さ
れ
て
い
る
。

ほ
か
に
著
書
と
し
て
、子
息
の
泰
が
私
家
版
と
し
て
公
刊
し
た
『
問
鶴
園
遺
稿
』

一
巻
（
大
正
五
年
刊
）
の
ほ
か
、
数
種
の
自
筆
稿
本
が
岐
阜
県
図
書
館
に
遺
さ
れ

戸田葆堂肖像
（大橋翠石画）
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て
い
る（

（
（

。『
問
鶴
園
遺
稿
』
巻
頭
に
は
葆
堂
よ
り
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
大
橋

翠
石
に
よ
る
先
師
の
肖
像
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
江
戸
時
代
の
文
化
文
政
期
以
降
、
日
本
に
お
け
る
漢
詩
は
、
全
国
の
藩

校
・
在
郷
サ
ロ
ン
に
お
い
て
隆
盛
を
迎
え
、
幕
末
の
志
士
た
ち
に
よ
る
憂
国
調
の

漢
詩
も
人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
明
治
に
入
る
と
さ
ら
に
一
般
民
衆

へ
と
裾
野
は
広
が
り
、
新
聞
に
も
漢
詩
欄
が
設
け
ら
れ
、
む
し
ろ
江
戸
時
代
よ
り

量
的
に
は
絶
頂
を
迎
え
た
と
い
わ
れ
る
。

　

し
か
し
西
洋
文
学
の
台
頭
に
よ
り
新
体
詩
が
次
世
代
の
人
気
を
さ
ら
う
と
、
継

承
者
を
失
っ
た
漢
詩
は
筆
頭
に
あ
っ
た
文
学
の
格
付
か
ら
退
き
、
政
治
家
や
実
業

家
あ
る
い
は
御
隠
居
の
嗜
み
へ
と
、
斯
界
全
体
が
陵
夷
に
向
か
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ル

と
し
て
の
漢
詩
は
、
和
本
産
業
の
終
焉
（
木
版
か
ら
活
版
へ
）
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
明
治
の
初
期
に
お
い
て
最
後
の
光
芒
を
放
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

大
垣
城
下
と
そ
の
周
辺
は
、
江
戸
時
代
よ
り
文
芸
が
盛
ん
な
地
方
で
、
漢
詩
人

に
お
い
て
も
梁
川
星
巌
、
江
馬
細
香
、
小
原
鉄
心
と
い
っ
た
巨
星
を
輩
出
し
、
三

都
に
劣
ら
ぬ
人
脈
を
誇
っ
た
。
そ
の
勢
い
は
明
治
に
な
っ
て
も
保
た
れ
、
前
述
の

『
鷃
笑
新
誌
』
の
刊
行
は
、
当
時
の
文
芸
シ
ー
ン
を
語
る
上
で
、
地
方
漢
詩
壇
の

隆
盛
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

実
際
に
こ
の
和
綴
の
月
刊
誌
を
閲
し
て
み
る
と
、
小
ぶ
り
の
活
字
が
並
ぶ
誌
面

（17

×11cm

）
に
は
、
没
後
す
で
に
十
年
に
な
ら
ん
と
す
る
小
原
鉄
心
の
遺
稿
が

毎
号
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
、
彼
を
精
神
的
支
柱
と
し
て
仰
ぐ
雑
誌
の
志
が
み
て
と
れ

る
。
巻
頭
の
例
言
と
、
社
長
野
村
藤
陰（

（
（

に
よ
る
創
刊
号
の
「
引
」
を
書
き
下
し
て

み
る
。

　

例
言

一　

此
ノ
冊
子
ハ
主
ト
乄し
て

社
員
ノ
詩
文
ヲ
蒐
集
シ
、
傍
ラ
江
湖
諸
君
ノ
詩
文
ヲ
附

載
シ
、
以
テ
同
好
ノ
士
ニ
頒
ツ
。
諸
君
ヲ
乄し
て

鷃
笑
の
楽
を
共
ニ
セ
シ
メ
ン
ヿこ
と

ヲ
欲
シ
テ
ナ
リ
。

一　

江
湖
諸
君
、
詩
文
ノ
投
稿
ヲ
惜
ム
事
勿
レ
。
且
ツ
既
ニ
他
家
の
評
ア
ル
モ
ノ

ハ
附
送
ア
ラ
ン
ヿこ
と

ヲ
乞
フ
。

　

一　

投
寄
詩
文
、
他
家
ノ
評
ナ
キ
者
ハ
社
員
コ
レ
ヲ
評
ス
ル
者
ト
ス
。

大
垣　

鷃
笑
社
識

　
　

鷃
笑
新
誌
の
引

　

故
鐵
心
小
原
先
生
、
往
年
、
旗
を
吟
壇
に
竪
つ
。
甞
て
一
社
を
結
び
、
号
し

て
「
鷃
笑
」
と
曰
ふ
。
一
時
の
文
客
、
靡
然
と
し
て
こ
れ
に
従
ふ
。
盛
ん
と
謂

ふ
べ
き
か
な
。
既
に
し
て
世
故
変
遷
し
、
風
流
、
地
を
掃
へ
り
。
先
生
ま
た
尋

ぬ
る
に
世
を
捐す

つ
。
此
よ
り
文
苑
零
落
し
、
ま
た
社
盟
を
継
ぐ
者
な
し
。
あ
に

嘆
く
に
堪
ふ
べ
け
ん
や
。

　

吾
が
社
友
、
葆
逸
戸
田
詞
兄
、
先
生
の
姪
孫
に
し
て
、
少
時
そ
の
社
盟
を
預

か
る
者
な
り
。
一
日
余
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
方
今
の
奎け
い

運う
ん

は
旺
盛
、
文
教
大
い

に
興
る
。
吾
が
大
垣
の
ご
と
き
、
甞
て
は
文
雅
を
以
て
著
し
く
称
せ
ら
る
も
、

乃
ち
今
は
寥
々
と
し
て
此
の
ご
と
し
。
吾
れ
常
に
此
に
お
い
て
慨
き
あ
り
。

因
っ
て
一
社
を
設
け
以
て
、故
鐵
心
の
蹤
を
継
が
ん
と
欲
す
る
が
如
何
」と
。余
、

曰
く
、「
善
き
か
な
」。

　

是
に
お
い
て
檄
を
移
し
て
同
志
を
誘
ひ
、
応
ず
る
者
ほ
と
ん
ど
二
十
名
。
す

な
は
ち
相
約
し
て
曰
ふ
、「
毎
月
一
に
会
し
て
、
団
欒
、
情
を
叙
し
て
酒
を
酌

ま
ん
。
酒
は
量
無
く
し
て
乱
に
及
ば
ず
、
分
韻
、
詩
を
賦
す
。
金
谷
の
罰
（
※

酒
を
飲
ま
せ
る
）
は
設
け
ず
。
た
だ
其
の
適ゆ

く
所
の
み
」
と
。
而
し
て
社
名
は
旧

に
依
っ
て
「
鷃
笑
」
と
曰
ふ
。
是
れ
即
ち
旧
盟
を
継
ぐ
の
意
を
表
す
る
な
り
。

　

そ
も
そ
も
鐵
心
先
生
、
俊
傑
英
邁
に
し
て
、
身
は
藩
国
の
老
を
以
て
、
補
佐

の
重
き
を
任
じ
、
為
に
士
民
の
瞻
仰
す
る
所
と
な
る
。
退
食
の
暇
に
は
、
鵬
翼
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を
枉
げ
て
鷃
笑
の
社
に
入
る
と
雖
も
、
而
し
て
心
は
家
国
を
忘
る
能
は
ず
。

今
、
吾
輩
も
と
よ
り
先
生
の
一
臂
に
も
当
た
る
能
は
ず
、
ま
こ
と
に
斥
鷃
た

る
の
み
。
鷽
鳩
た
る
の
み
。
い
ず
く
ん
ぞ
能
く
九
万
の
雲
程
を
望
ま
ん
や
。

然
り
と
雖
も
詩
酒
に
優
遊
し
、
風
月
に
嘯
傲
し
、
自
か
ら
閑
適
の
楽
し
み
存

す
る
者
は
、
果
た
し
て
何
如
せ
ん
や
。
一
月
に
得
る
と
こ
ろ
の
詩
文
若
干
、
乃

ち
上
梓
し
て
以
て
同
志
に
頒
た
ん
と
欲
す
。
同
人
、
余
に
一
言
を
徴
す
。
因
っ

て
此
の
言
を
挙
げ
て
引
と
為
し
、
以
て
先
生
の
一
笑
を
地
下
に
要
め
ん
。

藤
陰
野
村
煥

識

「
鷃あ
ん
し
ょ
う笑

」
と
は
荘
子
の
故
事
で
、
鵬
お
お
と
りの

気
概
な
ど
感
知
し
な
い
斥せ
き
あ
ん鷃

と
い
う
小

鳥
が
嗤
笑
す
る
と
の
謂
で
あ
る
。
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
こ
ろ
は
、
鉄
心
の

没
後
、
残
さ
れ
た
後
進

が
彼
の
鴻
図
を
仰
ぐ
と

同
時
に
、
ま
た
彼
の
身

上
と
し
て
い
た
低
徊
趣

味
に
倣
い
、
旧
詩
社
の

名
を
継
い
で
新
し
い
雑

誌
の
名
に
掲
げ
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

十
丁
ほ
ど
の
小
冊
子
な

が
ら
、
毎
号
、
同
人
作

品
の
他
に
小
野
湖
山
や

岡
本
黄
石
な
ど
幕
末
を

生
き
残
っ
た
著
名
詩
人

か
ら
の
寄
稿
も
受
け
、

明
治
十
四
年
の
九
月
創

刊
第
一
集
か
ら
第
四
集
ま
で
の
発
行
数
は
、
岐
阜
県
内
六
百
三
十
部
（
県
外

八
十
五
部
）、
十
五
年
の
発
行
数
は
県
内
千
四
百
二
十
四
部
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う（

（
（

。

毎
号
百
冊
以
上
印
刷
し
た
計
算
だ
が
、
明
治
の
十
年
代
、
一
地
方
都
市
か
ら
よ
く

も
斯
様
な
雑
誌
が
毎
月
発
行
で
き
た
も
の
と
感
心
す
る
。

今
回
紹
介
す
る
日
記
「
芸
囱
日
彔
（
芸
窓
日
録
）」
は
、
こ
の
『
鷃
笑
新
誌
』

の
編
集
長
で
あ
っ
た
戸
田
葆
逸
（
の
ち
の
葆
堂
）
に
よ
る
自
筆
の
日
録
で
あ
る
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
市
場
に
現
れ
た
も
の
を
編
者
が
入
手
し
た
。「
芸う
ん

」
と
は
書
庫
に

用
い
る
防
虫
草
の
こ
と
で
、「
芸
窓
」
は
書
斎
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
子
の
泰
が

芸
窓
を
号
と
し
て
い
る
が
、記
さ
れ
た
内
容
や
、当
時
の
葆
逸
が
三
十
三
歳
で
あ
っ

た
こ
と
を
思
う
と
息
子
の
誌
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
表
紙
裏
に
記
さ
れ

た
住
所
名
前
に
つ
い
て
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
入
手
後
に
お
ど
ろ
い
た
の
は
、
こ

れ
が
書
き
継
が
れ
た
明
治
十
四
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
十
五
年
十
二
月
十
八
日
ま

で
の
期
間
が
、恰
度
こ
の
『
鷃
笑
新
誌
』
の
創
刊
を
挟
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
読
み
込
ん
で
み
る
と
、
罫
紙
を
あ
ら
か
じ
め
綴
っ
た
帳
面
に
ほ
ぼ
毎

日
書
き
込
ま
れ
て
い
る
内
容
は
、
事
務
的
な
覚
書
が
大
部
分
を
占
め
る
も
の
の
、

漢
詩
雑
誌
の
編
集
長
と
な
っ
た
彼
を
中
心
に
、
日
々
絶
え
な
か
っ
た
同
好
の
士
と

の
交
歓
、
書
翰
の
応
酬
、
金
銭
授
受
と
い
っ
た
、
地
方
の
士
族
階
級
の
文
人
生
活

の
実
際
が
あ
り
の
ま
ま
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
庵
主
と
の
会
話
、
も
の
さ
れ
た
漢

詩
に
及
ん
で
い
る
箇
所
も
あ
る
。

な
か
で
も
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
は
な
か
っ
た
「
雑
誌
」
を
印
刷

す
る
た
め
に
使
用
し
た
活
版
機
械
や
活
字
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し

て
当
時
の
漢
詩
壇
に
お
い
て
賓
客
と
し
て
遇
せ
ら
れ
て
い
た
中
国
人
、
つ
ま
り
鎖

国
が
解
か
れ
た
日
本
に
清
国
か
ら
は
る
ば
る
や
っ
て
き
た
「
本
場
の
漢
詩
人
」
と

の
交
流
が
つ
ぶ
さ
に
写
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
ず
印
刷
事
情
に
つ
い
て
気
の
つ
い
た
こ
と
を
述
べ
れ
ば
、
明
治
十
四
年
八
月

『鷃笑新誌』創刊号表紙と奥付

( ※

そ
の
後
の
解
読
に
よ
り
︑
旧
蔵
者
は
日
記
文
中
に
も
出
て
来
る
杉
山
三
郊
︵
杉
山
千
和
三
男
︶
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒)

--------------------------------------※
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十
五
日
に
、
雑
誌
の
版
元
と
な
っ
た
活
版
所
、
岡
安
慶
介
（
大
垣
岐
阜
町
十
六
番

地
）
へ
の
挨
拶
「
活
版
所
ヱ
一
訪
ス
」
に
始
ま
り
、
九
月
に
雑
誌
を
創
刊
し
て
の

ち
、
何
故
か
十
一
月
十
五
日
「
東
京
ヨ
リ
器
械
到
着
」
の
記
事
に
あ
た
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
印
刷
機
は
船
便
で
四
日
市
を
経
由
し
て
、入
手
に
奔
走
し
た
「
大
橋
」

な
る
人
物
の
大
垣
の
屋
敷
に
到
着
し
、
十
一
月
十
八
日
「
此
者
（
戸
田
邸
）」
に

一
旦
運
び
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
試
し
刷
り
の
の
ち
何
処
か
へ
搬
送
さ
れ
、
翌

る
一
月
二
日
に
「
活
版
開
業
、
祝
酒
ノ
筵
」
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
器
械
は
そ

の
後
「
大
橋
氏
」
が
「
三
百
二
十
円
ニ
而
引
受
」
る
こ
と
と
な
っ
た
ら
し
い
（
九

月
二
十
六
日
）。「
大
橋
」
と
は
弟
子
の
大
橋
翠
石
少
年
（
当
時
十
六
才
）
で
、「
大

橋
氏
」
は
そ
の
父
親
の
、紺
屋
を
営
ん
で
い
た
亀
三
郎
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
「
大
坂
周
擴
舎
」
へ
の
活
字
注
文
な
ど
と
と
も
に
察
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、

活
版
機
械
や
足
り
ぬ
活
字
を
自
前
で
揃
え
、
版
組
に
直
接
関
わ
る
よ
う
な
雑
誌
の

編
集
・
発
行
を
、
葆
堂
は
自
邸
も
し
く
は
岡
安
慶
介
の
場
所
を
使
用
し
て
始
め
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

『
鷃
笑
新
誌
』
の
奥
付
を
み
る
と
創
刊
号
以
来
「
印
刷
兼
売
捌

岡
安
慶
介
」

に
変
更
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
十
二
月
の
第
四
集
以
降
、
そ
れ
ま
で
奥
付
に
付

さ
れ
て
い
た
、
岡
安
慶
介
を
刊
行
元
と
す
る
印
刷
物
の
宣
伝
が
消
え
て
い
る
。
斯

様
の
発
言
権
が
版
元
か
ら
な
く
な
っ
た
事
情
が
窺
わ
れ
る
が
、
創
刊
時
に
お
上
へ

届
け
出
た
印
刷
所
の
名
義
を
変
更
す
る
の
も
面
倒
な
た
め
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

活
版
事
業
に
つ
い
て
は
他
に
も
、
明
治
十
五
年
六
月
十
五
日
「
濃
飛
自
由
新
聞

開
業
式
」
の
記
事
に
も
注
目
し
た
い
。
濃
飛
自
由
党
の
本
部
は
新
聞
発
行
と
時
を

同
じ
く
し
て
岐
阜
か
ら
大
垣
の
岡
安
慶
介
印
刷
所
に
移
さ
れ
た
。
直
前
十
一
日
に

来
訪
の
「
岩
田
」
な
る
人
物
は
、社
会
運
動
家
の
岩
田
徳の
り
よ
し義

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

尤
も
新
聞
は
七
月
、
直
ち
に
発
行
停
止
処
分
と
な
り
、
濃
飛
自
由
党
も
集
会
条
例

の
改
正
に
よ
っ
て
九
月
に
解
散
。
党
員
は
東
京
の
自
由
党
に
赴
い
た（

（
（

。

葆
堂
と
自
由
党
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
民
権
運
動
嫌
い
と
い
わ
れ
た

小
崎
利
準
県
令
か
ら
の
招
聘
を
断
り
続
け
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
こ
と
も
関
係

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
編
集
と
印
刷
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
マ
ス
タ
ー
し
た
彼
は
、
こ
の
の
ち
明
治
二
十
一
年
に
は
『
警
世
新
報
』、

二
十
二
年
に
は
『
美
濃
新
報
』
と
い
っ
た
地
方
新
聞
の
「
印
刷
者
」
と
し
て
、
発

行
者
と
共
に
名
を
並
べ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
東
京
か
ら
到
着
し
た
「
フ

レ
ス
」（
明
治
十
五
年
四
月
二
日
）
す
な
わ
ち
ハ
ン
ド
プ
レ
ス
・
手
引
き
印
刷
機
は
、

雑
誌
で
は
な
く
新
聞
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
と
き
は

不
要
に
な
っ
た
器
械
が
、大
橋
氏
へ
引
き
取
ら
れ
て
行
っ
た
理
由
も
説
明
が
つ
く
。

ま
た
明
治
十
五
年
の
日
記
に
は
、
四
月
十
六
日
か
ら
六
月
九
日
ま
で
二
ヶ
月
近

い
中
断
期
間
が
あ
る
。
表
向
き
は
京
都
に
あ
っ
た
諸
友
と
遊
ぶ
た
め
に
長
期
滞
在

し
て
い
た
か
ら
だ
が
、
旅
行
直
前
の
四
月
六
日
に
は
板
垣
退
助
が
岐
阜
で
遭
難
し

て
お
り
、
帰
還
し
て
す
ぐ
「
濃
飛
自
由
新
聞
」
を
発
行
、
七
月
十
三
日
に
は
停
止

処
分
を
受
け
て
い
る（

（
（

。
民
権
運
動
が
絶
頂
期
に
あ
っ
た
さ
な
か
の
旅
行
は
、
葆
堂

に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
世
上
沸
騰
す
る
政

治
議
論
を
ぶ
つ
「
演
舌
會
」
に
趨
き
、
内
容
を
写
し
て
い
る
個
所
も
あ
る
が
（
明

治
十
四
年
九
月
二
十
三
日
）、
全
体
に
当
時
の
日
記
の
記
述
や
『
鷃
笑
新
誌
』
掲

載
詩
に
政
治
的
な
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
が
号
に
使
っ
た
「
葆
」

と
は
、
草
木
が
こ
ん
も
り
と
茂
る
さ
ま
。
う
ち
に
隠
し
て
表
に
あ
ら
わ
さ
な
い
と

い
う
謂
が
あ
っ
た
。

さ
て
次
に
来
日
漢
詩
人
と
の
交
流
を
み
て
み
た
い
。
日
記
に
現
れ
る
胡
鉄
梅
・

陳
曼
寿
・
王
琴
仙
・
王
廷
章
の
ほ
か
に
も
、
日
記
が
つ
け
ら
れ
る
直
前
の
明
治

十
四
年
二
月
に
は
王
鶴
笙
の
訪
問
を
、
ま
た
こ
の
日
記
以
後
、
翌
十
六
年
に
は
再

び
陳
曼
寿
が
、
十
七
年
ま
で
に
朱
印
然
（
大
橋
家
に
逗
留
）、
王
冶
梅
、
二
十
年

十
月
に
は
王
犖
と
、
中
国
の
文
人
画
家
が
陸
続
と
し
て
戸
田
邸
に
立
ち
寄
っ
て
い
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る
こ
と
が
、
編
年
体
の
遺
稿
詩
集
『
問
鶴
園
遺
稿
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
か
ら
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
ら
は
何
を
し
に
は
る
ば
る
日
本
ま
で
や
っ
て
き
た
か
。
日
記
は
遠
来
の
賓
客

と
し
て
遇
さ
れ
な
が
ら
潤
筆
稼
業
に
い
そ
し
ん
で
い
た
彼
ら
、
外
国
人
と
の
交
流

の
実
際
を
記
し
、
交
歓
の
覚
書
は
彼
ら
に
と
っ
て
の
真
の
目
的
、
潤
筆
料
に
も
お

よ
ん
で
い
る
。平
仄
の
意
味
を
体
験
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
日
本
の
漢
詩
人
達
は
、

本
場
の
作
詩
現
場
に
瞠
目
し
、
詩
書
画
の
三
絶
を
能
く
す
る
文
化
人
で
あ
れ
ば
誰

で
も
快
く
自
邸
に
迎
え
た
。
意
思
の
疏
通
は
お
そ
ら
く
彼
ら
が
商
売
上
覚
え
た
片

言
の
日
本
語
の
ほ
か
、
筆
談
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
待

遇
は
江
戸
時
代
の
頼
山
陽
や
梁
川
星
巌
た
ち
に
よ
る
巡
業
旅
行
の
舞
台
裏
を
髣
髴

さ
せ
も
す
る
。
出
稼
ぎ
に
来
た
彼
ら
と
、
来
賓
と
し
て
迎
え
る
地
方
サ
ロ
ン
と
の

思
惑
と
は
一
致
し
、
前
後
の
郵
筒
の
や
り
と
り
を
含
め
、
取
り
ま
と
め
役
だ
っ
た

葆
逸
と
の
関
係
も
頗
る
良
好
だ
っ
た
こ
と
が
日
記
か
ら
は
窺
わ
れ
る
。

日
記
に
記
さ
れ
た
日
時
に
合
わ
せ
、
中
の
一
人
、
画
人
胡
鉄
梅
と
の
交
流
記
録

を
『
鷃
笑
新
誌
』
や
『
問
鶴
園
遺
稿
』
か
ら
拾
っ
て
み
た
い
。
大
垣
で
の
初
対
面

は
明
治
十
四
年
（
辛
巳
）
四
月
四
日
。
そ
れ
か
ら
約
一
ヶ
月
、
度
々
の
往
来
が

あ
っ
た
。辛

巳
春
。
清
客
胡
鐵
梅
。
來
遊
吾
大
垣
。
一
日
過
其
寓
楼
。

席
上
漫
賦
長
句
以
示
。（『
鷃
笑
新
誌
』
第
一
集
）

翰
墨
生
平
未
了
縁
。
翰
墨
、生
平
（
※
平
生
）
未
了
の
縁
（
※
来
世
に
も
及
ぶ
因
縁
）。

相
逢
一
笑
好
開
顔
。
相
逢
ひ
て
一
笑
、
好
く
顔
を
開
く
。

詩
思
遠
逐
三
唐
域
。
詩
思
は
遠
く
逐
ふ
、
三
唐
（
※
初
唐
盛
唐
晩
唐
）
の
域
。

筆
致
夐
抽
両
宋
間
。
筆
致
は
夐は
る

か
に
抽
き
ん
ず
、
両
宋
（
※
北
宋
南
宋
）
の
間
。

矯
似
龍
人
擅
才
学
。（
※
筆
勢
）
矯は
げ

し
き
こ
と
龍
人
に
似
て
才
学
を
擅
ほ
し
い
ま
まに

す
。

鈍
於
蛙
我
恥
痴
頑
。
蛙
よ
り
鈍
な
る
我
れ
痴
頑
を
恥
づ
。

同
朋
別
有
交
情
密
。
同
朋
の
別
れ
に
は
交
情
の
密
な
る
有
り
。

不
許
怱
忙
早
擬
還
。
許
さ
ず
、
怱
忙
と
早
や
還
ら
ん
と
擬
す
る
を
。

こ
れ
に
鉄
梅
が
和
し
て
い
る
。（
同
一
集
）

我
生
未
盡
看
山
縁
。
我
が
生
、
未
だ
尽
く
は
山
縁
を
看
ず
。

海
外
青
山
破
笑
顔
。
海
外
の
青
山
、
笑
顔
を
破
る
。

萬
感
都
帰
詩
一
巻
。
万
感
す
べ
て
帰
す
、
詩
一
巻
。

先
峯
却
架
屋
三
間
。
先
峯
却
き
て
架
か
る
、
屋
三
間
。

読
書
味
有
甘
埋
骨
。
読
書
味
あ
り
て
、
骨
を
埋
む
る
に
甘
ん
ず
。

閲
世
寒
心
肯
学
頑
。
世
を
閲
す
れ
ば
寒
心
、
肯
へ
て
頑
を
学
べ
り
。

目
送
孤
鴻
天
際
去
。
目
は
送
る
、
孤
鴻
の
天
際
に
去
る
を
。

不
知
倦
翮
幾
時
還
。
知
ら
ず
、
翮つ
ば
さに

倦
み
て
幾
時
に
か
還
る
を
。

四
月
十
九
日
、
胡
鉄
梅
を
伴
っ
て
詩
酒
徴
逐
し
た
と
い
う
「
豆と

う

馬ま

亭て
い

」
は
、
前

年
に
建
っ
た
ば
か
り
の
新
築
の
旗
亭
で
あ
る
が
、
養
老
公
園
内
に
い
ま
も
現
存
し

当
時
の
建
物
で
営
業
し
て
い
る
。
当
日
の
応
酬
よ
り
『
問
鶴
園
遺
稿
』
に
は
次
の

一
篇
を
載
せ
る
。

四
月
、
鐵
梅
及
び
［
戸
］
倉
竹
圃
、
岡
［
本
］
硯
農
、
大
澤
生
と
同と
も

に
養

老
公
園
に
観
花
、
鐵
梅
詩
先
づ
成
る
、
因
て
其
の
韻
を
用
ふ
。

新
築
名
園
老
瀑
東
。
新
築
の
名
園
、
老
瀑
の
東
。

壮
観
不
与
昔
時
同
。
壮
観
は
、
昔
時
と
同
じ
か
ら
ず
。

賞
心
帰
去
猶
労
夢
。
賞
心
と
帰
去
と
猶
ほ
夢
に
労く
る
しむ
ご
と
し
。

依
約
淡
烟
香
霧
中
。
依
約
（
※
＝
依
稀
）
た
る
淡
烟
、
香
霧
の
中
。

日
記
に
録
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
詩
で
あ
る
。
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題
豆
馬
亭

不
窮
碧
海
上
蒼
穹
。
窮
ら
ず
碧
海
上
の
蒼
穹
。

日
月
双
丸
走
太
空
。
日
月
の
双
丸
、
太
空
を
走
る
。

亭
上
白
雲
亭
下
河
。
亭
上
の
白
雲
、
亭
下
の
河

寸
人
豆
馬
土
濛
々
。
寸
人
、
豆
馬
、
土
濛
々
た
り

ま
た
日
記
に
は
漢
詩
一
首
を
書
し
た
薄
葉
紙
が
一
枚
、
別
に
挟
ま
れ
て
い
た
。

五
月
十
日
に
記
述
の
あ
る
、
留
別
を
詠
ん
だ
「
蕪
詩
」
と
思
わ
れ
る
。

微
雲
作
雨
首
夏
清
。
微
雲
、
雨
を
作な

す
、
首
夏
清
し
。

疎
雨
送
我
歩
園
林
。
疎
雨
、
我
を
送
り
て
園
林
を
歩
ま
す
。

一
湾
泂
水
緑
于
酒
。
一
湾
の
泂け
い

水す
い

（
※
は
る
か
な
る
水
）、
酒
よ
り
緑
な
り
。

十
畝
菜
花
黄
似
金
。
十
畝
の
菜
花
、
黄
は
金
に
似
た
り
。

童
子
不
関
門
待
客
。
童
子
は
関
せ
ず
、
門
に
待
つ
客
を
。

主
人
方
沐
手
調
琴
。
主
人
ま
さ
に
沐
し
て
手
づ
か
ら
琴
を
調
す
。

故
國
若
無
滄
海
隔
。
故
國
、
も
し
滄
海
の
隔
て
る
無
く
ん
ば
。

何
妨
曳
杖
百
回
尋
。
何
ぞ
妨
げ
ん
、
杖
を
曳
い
て
百
回
尋
ぬ
る
を
。

そ
し
て
彼
が
去
っ
た
後
、
葆
逸
は
手
紙
に
代
え
て
長
詩
を
送
っ
た
。

別
後
、
胡
鉄
梅
に
寄
せ
て
簡
に
代
ふ
。（『
問
鶴
園
遺
稿
』
書
き
下
し
）

胡
公
の
天
賦
も
と
よ
り
曠
達
。
幼
時
す
で
に
神
童
と
喚
ば
る
。
多
年
研
鑽
す
、

六
法
の
訣
を
。
筆
権
擅
奪
す
、造
化
の
工
を
。
あ
あ
公
の
名
つ
と
に
殊
域
に［
傳
］

は
り
。
遥
か
に
同
志
を
し
て
高
蹤
を
慕
は
し
む
。
そ
れ
奈な
ん

ぞ
万
里
絶
海
の
阻
め

る
。
毎
に
患
ふ
、
尋
常
逢
ひ
易
か
ら
ざ
る
を
。

詎な
ん

ぞ
料
ら
ん
明
治
歳
辛
巳
（
※
十
四
年
）。
一
朝
、
載
筆
（
※
文
人
）
海
東
に
来

た
る
。
忽
ち
謦
咳
に
接
し
て
渇
想
を
慰
む
［
矣
］。
喜
び
却
っ
て
疑
ふ
、
夢
中

に
在
る
か
と
。
吾
、
幸
ひ
に
昕
夕
に
秘
蘊
を
叩
く
。
親
交
、
道
を
論
じ
て
楽
し

み
窮
ら
ず
。

君
見
ず
や
、
古
法
、
手
に
筆
な
く
眼
に
紙
な
き
を
。
今
の
古
法
、
業
を
同
じ

く
す
る
も
同
じ
か
ら
ず
。
ま
た
見
ず
や
、
法
中
、
法
あ
る
も
ま
た
法
に
非
ず
を
。

果
然
と
し
て
悟
る
や
否
や
無
功
の
功
。
王
［
蒙
］・
倪
［
瓚
］・
黄
［
公
望
］・

呉［
鎮
］（
※
元
末
四
大
家
）
逝
き
て
久
し
。
数
百
歳
後
に
し
て
始
め
て
公
を
見
る
。

森
羅
万
象
も
一
枝
の
筆
に
。
随
意
写
し
来
っ
て
坐そ
ぞ

ろ
に
風
を
生
ず
。
此
の
楽
、

此
の
情
、
忘
れ
得
難
し
。

な
に
ご
と
ぞ
告
別
の
太
だ
匆
々
た
る
。
江
山
、
春
老
い
て
鵑
声
（
※
ホ
ト
ト

ギ
ス
）
切
な
り
。
堪
へ
ず
、
游
子
の
笻つ
ゑ

の
帰
る
を
促
す
に
。
情
多
く
し
て
語
な

く
帰
去
に
餞
は
な
む
けす

。
何
れ
の
日
か
重
ね
て
ま
さ
に
清
容
に
接
せ
ん
。
別
後
、
何
れ

の
方
に
か
吾
が
悶
を
遣や

ら
ん
。
別
後
、
何
の
術す
べ

に
て
吾
が
胸
を
披ひ
ら

か
ん
。
強
い

て
高
楼
に
上
り
て
悵い
た

み
相
望
す
。
慕
雲
春
樹
、
鬱
と
し
て
濛
々
た
り
。

斯
様
に
別
れ
を
惜
し
ま
れ
た
胡
鉄
梅
で
あ
る
が
、
夏
に
は
文
人
学
者
の
王
琴
仙

を
伴
い
再
び
大
垣
に
現
れ
た
。「
抹
茶
を
嗜
む
漢
詩
人
の
俗
物
た
る
こ
と
」
に
つ

い
て
雑
談
に
興
じ
て
い
る
の
が
日
記
に
み
え
る
（
八
月
十
三
日
）。
彼
と
は
翌

十
五
年
春
の
京
都
旅
行
の
際
、
帰
国
を
明
朝
に
控
え
る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で

会
っ
た
の
を
最
後
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。（「
邂
逅
胡
鐵
梅
時
胡
氏
帰
期
在
明
晨
」

『
覆
瓿
餘
稿（

（
（

』）。

そ
れ
か
ら
頻
繁
に
日
記
に
あ
ら
わ
れ
る
の
が
詩
人
の
陳
曼
寿
で
あ
る
。
冒
頭
三

月
二
十
九
日
の
手
紙
の
写
し
に
み
え
る
よ
う
に
、
明
治
十
三
年
に
来
日
し
た
彼
と

葆
逸
と
は
既
に
京
都
で
会
っ
て
お
り
、
こ
の
日
記
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
明

治
十
四
年
十
月
二
日
か
ら
十
二
月
二
十
三
日
ま
で
の
期
間
、
大
垣
辺
に
寄
寓
し
た
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陳
曼
寿
が
、
雑
誌
の
同
人
た
ち
と
金
生
山
や
大
垣
藩
の
庭
園
で
あ
っ
た
与
偕
園
、

養
老
の
滝
な
ど
を
巡
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。（
日
記
十
月
五
日
お
よ
び
『
鷃

笑
新
誌
三
集
』
戸
田
葆
逸
「
辛
巳
晩
秋
。
同
曼
翁
及
千
和
柳
城
諸
老
。
飲
［
于
］

與
偕
園
。
席
上
分
風
花
雪
月
字
爲
韻
。
得
風
字
。」、『
同
五
集
』
陳
曼
壽
「
同
人

游
養
老
山
觀
瀑
布
」）。

そ
し
て
明
治
十
五
年
春
、
葆
逸
は
京
都
に
入
る
な
り
ま
ず
陳
曼
寿
を
訪
ね
て
お

り
（「
入
都
先
訪
陳
曼
壽
寓
、
席
上
賦
眎
」『
覆
瓿
餘
稿（

（
（

』）、
九
月
に
は
岐
阜
へ
立

ち
寄
っ
た
曼
寿
の
宿
舎
に
も
わ
ざ
わ
ざ
泊
り
が
け
で
訪
ね
て
い
る（
五
日
、六
日
）。

陳
曼
寿
は
明
治
十
六
年
に
も
京
都
か
ら
西
濃
地
方
に
潤
筆
旅
行
を
行
っ
て
い
る

が
、『
問
鶴
園
遺
稿
』
に
は
「［
晤
］
曼
翁
」、「
重
陽
の
日
、
曼
翁
自
ら
瓶
菊
図
一

條
を
写
し
て
貽
ら
る
。
画
致
高
淡
さ
な
が
ら
其
の
人
の
如
し
、
人
を
し
て
欣
賞
勝

へ
ざ
ら
し
む
。
因
て
此
を
賦
し
て
謝
す
と
云
ふ
。
所
謂
「
瓊
［
瑤
］
木
桃（

（
（

」
慚
愧

に
堪
へ
ざ
る
也
。」、「
曼
翁
の
豆
馬
亭
口
占
の
詩
の
韵
に
次
す
」、「
曼
翁
に
揮
毫

を
求
む
、
副
ふ
る
に
一
詩
を
以
て
す
、
時
に
翁
の
帰
期
近
し
」
等
々
の
作
品
が
録

さ
れ
て
い
る
。

画
家
だ
っ
た
胡
鉄
梅
と
は
異
り
、
陳
曼
寿
は
『
鷃
笑
新
誌
』
掲
載
の
同
人
作
品

に
も
さ
か
ん
に
評
を
付
し
て
お
り
、
詩
人
と
し
て
彼
自
身
の
寄
稿
も
み
ら
れ
る
。

日
記
や
雑
誌
を
み
る
か
ぎ
り
、
戸
田
葆
堂
が
一
番
親
し
く
交
わ
っ
た
清
人
だ
っ
た

よ
う
だ
。

日
記
で
は
、
彼
が
来
日
後
ま
も
な
く
刊
行
し
た
自
分
の
詩
集
『
味
梅
華
館
詩

鈔
』
を
ひ
っ
さ
げ
て
や
っ
て
来
た
こ
と
が
分
か
る
（
明
治
十
四
年
十
月
六
日
）。

十
六
年
の
再
訪
時
に
は
、
さ
し
ず
め
世
話
に
な
っ
た
美
濃
の
詩
人
た
ち
の
作
品
を

多
数
掲
載
し
た
、
彼
が
編
集
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
日
本
同
人
詩
選
』
の
刷
り
た

て
が
携
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う（

（
（

。

こ
の
『
日
本
同
人
詩
選
』
は
、
長
年
敬
慕
の
念
を
以
て
中
国
文
化
に
対
す
る
片

思
い
を
募
ら
せ
て
き
た
日
本
の
詩
人
が
、
非
公
式
で
は
あ
っ
た
が
本
場
の
漢
詩
人

か
ら
、評
価
を
「
形
」
と
し
て
受
け
取
っ
た
初
め
て
の
経
験
と
な
る
四
巻
本
で
あ
っ

た
。
同
時
期
に
、
権
威
あ
る
学
者
兪ゆ

樾え
つ

に
よ
っ
て
清
国
で
編
纂
さ
れ
た
選
詩
集
、

本
邦
漢
詩
人
を
全
四
十
四
巻
に
総
括
し
た
『
東
瀛
詩
選
』（
光
緒
九
年
［
明
治

十
六
年
］
序
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、『
日
本
同
人
詩
選
』
が
現
地
交
流
を
基
と
し

た
一
歩
さ
き
が
け
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
郷
土
文
学
史
の
た
め
に
記
憶
さ
れ

て
よ
い
こ
と
に
思
う（

（1
（

。

謂
わ
ば
日
本
の
漢
詩
受
容
史
の
掉
尾
を
飾
っ
て
く
れ
た
こ
の
陳
曼
寿
が
、
帰
国

後
間
も
な
く
病
死
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
一
年
後
、
明
治
十
七
年
二
月
の
こ

と
で
あ
る
。
日
本
と
中
国
と
の
力
関
係
が
逆
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日
清
戦
争
が

始
ま
る
の
は
さ
ら
に
十
年
後
の
明
治
二
十
七
年
、
陳
曼
寿
が
清
国
の
運
命
を
知
る

こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
胡
鉄
梅
は
日
本
人
の
妻
を
も
っ
て
い
た

と
い
う
が
、
明
治
三
十
二
年
、
五
十
二
才
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

晩
年
の
葆
堂
は
、
彼
ら
中
華
の
末
裔
文
人
た
ち
の
故
国
が
没
落
し
て
ゆ
く
運
命

を
、
い
か
な
る
感
慨
で
見
送
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
胸
中
を
述
べ
た
詩

も
や
は
り
『
問
鶴
園
遺
稿
』
に
は
み
え
な
い
。
戸
田
葆
堂
が
他
界
し
た
の
は
明
治

四
十
一
年
七
月
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
享
年
五
十
八
。
詩
集
巻
末
の
行
状
に
は

「
桃
源
山
先
塋
の
次
に
葬
る
」
と
あ
る
が
、「
王
父
」
鉄
心
が
現
在
も
眠
る
全
昌
寺

墓
地
内
を
現
地
踏
査
し
た
も
の
の
、
そ
の
名
を
留
め
た
碑
石
等
を
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

以
上
、
当
時
の
印
刷
事
情
と
来
日
漢
詩
人
と
の
交
歓
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
み

て
き
た
が
、
こ
の
日
記
は
他
に
も
色
々
な
観
点
か
ら
考
察
で
き
る
一
次
史
料
と
し

て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
此
度
の
翻
刻
に
伴
い
、原
本
お
よ
び『
問

鶴
園
遺
稿
』『
鷃
笑
新
誌
』
第
一
～
十
一
集
（
片
野
南
陽
旧
蔵
書（

（1
（

）
の
画
像
を
、
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編
者
の
開
設
す
る
個
人
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
内
に
公
開
し
た
。
研
究
者
諸
賢
か
ら
の
御

教
示
を
ま
っ
て
補
遺
訂
正
に
備
え
た
い（

（1
（

。

（
1
）
伊
藤
信
著
『
濃
飛
文
教
史
』
昭
和
十
二
年
、
博
文
堂
刊
。483

─485p,
『
千
里
一
走
（
大
橋
翠
石
伝
）』
大
正
三
年
、
濱
田
篤
三
郎
編
、
高
嘯
會
刊
。1

─5p

（
2
）『
問
鶴
園
遺
稿
』
戸
田
葆
堂
遺
稿
詩
集
。
大
正
五
年
、
戸
田
泰
刊
。
三
十
九
丁
。

『
拙
稿　

自
辛
巳
一
月
至
十
二
月
』
戸
田
葆
逸
詩
稿
写
本
。23

×14
.5cm

十
二
丁
。

『
覆ふ
く
ほ
う瓿
餘
稿

自
壬
午
至
甲
申
共
八
十
首
』
戸
田
葆
逸
詩
稿
写
本
。24

×14cm

十
六
丁
、

ほ
か
。

（
3
）
野
村
藤
陰
。
名
は
煥あ
き
ら、
字
は
士
章
、
文
政
十
年
生
の
大
垣
藩
士
。
小
原
鉄
心
と
共
に
幕
末

維
新
時
の
藩
事
に
奔
走
、
明
治
八
年
、
職
を
辞
し
て
大
垣
に
帰
臥
、
以
後
郷
里
の
後
進
の

教
育
に
当
た
っ
た
。
明
治
三
十
二
年
没
。

（
4
）『
大
垣
市
史

通
史
編
近
現
代
』
平
成
二
十
五
年
刊
。142p,

（
5
）『
岐
阜
市
史

通
史
編
近
代
』
昭
和
五
十
六
年
刊
。239p,

（
6
）『
大
垣
市
史

通
史
編
近
現
代
』
平
成
二
十
五
年
刊
。154, 277

─278p,

（
7
）『
大
垣
市
史

資
料
編
近
代
』
平
成
二
十
一
年
刊
。224p,

（
8
）
詩
経
故
事
「
我
に
投
ず
る
に
木
桃
を
以
て
す
、
こ
れ
に
報
ゆ
る
に
瓊
瑶
を
以
て
せ
ん
」
厚

く
返
礼
し
て
末
永
く
誼
を
願
っ
た
謂
。

（
9
）『
味
梅
華
館
詩
鈔
』
陳
曼
寿
著
。
明
治
十
三
年
八
月
、
原
田
西
疇
編
、
前
川
善
兵
衛
刊
。

『
日
本
同
人
詩
選
』
明
治
十
六
年
四
月
、
陳
曼
寿
編
、
大
阪
土
屋
弘
刊
。

（
10
）
蔡
毅
「
陳
曼
寿
と
『
日
本
同
人
詩
選
』
中
国
人
が
編
纂
し
た
最
初
の
日
本
漢
詩
集
」

『
国
語
国
文
』
72
（
3
）, 705

─725p, 2003

─03

日
野
俊
彦
「
陳
曼
寿
と
日
本
の
漢
詩
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
」

『
成
蹊
国
文
』（
48
）, 57

─71p, 2015

─03

（
11
）
片
野
南
陽
は
鷃
笑
社
同
人
。『
鷃
笑
新
誌
』
十
一
集
に
牧
野
交
翠
「
哭
片
野
南
陽
」
の
詩

が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
該
書
は
そ
の
形
見
と
し
て
合
冊
さ
れ
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
も
の
と

思
し
い
。

（
12
）「
四
季
・
コ
ギ
ト
・
詩
集
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
」http://cogito.jp.net/

【
凡
例
】

○
文
字
表
記
は
な
る
べ
く
そ
の
ま
ま
起
し
た
。
異
体
字
・
誤
字
・
脱
字
は
、
そ
う

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
字
を
［

］
内
に
示
し
、判
読
不
能
の
字
に
□
を
あ
て
た
。

ま
た
適
宜
句
読
点
と
括
弧
を
施
し
、
説
明
を
（
※
）
内
に
補
っ
た
。

（
※
表
紙
）

芸う
ん
そ
う囱

日に
ち
ろ
く彔

（
※
芸
窓
日
録
）

（
※
表
紙
裏
）

大
阪
西
区
梅
本
町
五
番
地

佐
野
サ
ト
内

東
京
四
谷
坂
町
三
十
二
番
小
川
金
兵
衛
方
　
杦
山
三
郊

草
書

明
人

宜
山

（
※
明
治
十
四
年
）

三
月
二
十
四
日
：
晡
時
、
藤
井
寒
林
子
ノ
逆
旅
ヲ
叩
キ
、
黄
昏
、
家
ニ
帰
ル
。

三
月
二
十
六
日
：
夜
、
藤
陰
老
人
（
※
野
村
藤
陰（

（
（

）、
來
話
ス
。
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三
月
二
十
七
日
：
午
後
五
［
字
（
※
＝
時
：
以
下
同
）］、
岐
阜
栄
助
（
※
中
村
栄
助
）

ヱ
柬
（
※
か
ん
：
手
紙
）
発
ス
。
○
夜
、
甚
蔵
（
※
使
用
人
：
河
合
甚
蔵
）
エ
詢
金

ノ
残
リ
分
八
円
相
渡
ス
。
合
計
十
八
円
也
。
右
ハ
明
治
十
三
年
辰
一
ヶ
年
分
、

懇
頼
ニ
因
テ
之
ヲ
諾
ス
。

三
月
二
十
八
日
：
藤
井
氏
來
訪
。
時
座
ヲ
同
フ
ス
ル
者
、
齋
藤
（
※
齋
藤
百
竹（

（1
（

）、

矢
野
（
※
矢
野
栗
所（

（1
（

）、
河
本
、
山
川
雪
鴻
ノ
数
子
ナ
リ
。
雅
譚
、
不
雑
塵
。

三
月
二
十
五
日
：
胡
銕
梅
（
※
胡
鉄
梅
：
解
題
参
照
）
筆
資
料
、
便
ニ
附
シ
テ
名
古

屋
伊
藤
ヱ
送
致
ス
。［
此
］
金
額
十
五
円
四
拾
銭
也
。［
枚
］
数
六
張
分
ナ
リ
。

三
月
二
十
九
日
：
曼
壽
（
※
陳
曼
壽
：
解
題
参
照
）
ヱ
ノ
［
復
］
凾
発
ス
。
○
昨
賜

華
牋
、
頼
詳
閣
下
近
況
曼
福
慰
ニ
、
弟
（
※
自
称
）
碌
々
依
旧
、
硯
田
筆
耕
、

無
有
異
［
事
］。
足
下
現
所
［
寓
］
山
［
光
］
水
色
倶
佳
、
何
堪
艶
羨
。
弟
客

日
理
装
、
欲
重
入
都
以
叙
旧
歓
。
足
下
山
城
之
滞
期
有
幾
日
。
宇
乞
為
告
辞
、

想
別
來
［
嚢
］
中
定
應
佳
句
多
。
幸
賜
一
硯
、
何
快
如
之
。
刻
下
春
寒
峭
料
、

自
玉
所
禱
奉
善
、
草
卒
不
罄
。
○
倉
竹
圃
（
※
戸
倉
竹
圃（

（1
（

）
ヱ
柬
発
ス
。
告
グ
ル

ニ
「
鷃
笑
社
」
會
期
ヲ
以
テ
ス
。
○
名
古
屋
伊
藤
ゟ
（
※
よ
り
。
以
下
同
）
胡
氏

筆
資
領
手
ノ
［
復
］
函
來
着
ス
。

三
月
三
十
日
：
朝
、
岐
阜
岡
本
（
※
岡
本
硯
農（

（1
（

）・
大
澤
ヨ
リ
柬
來
ル
。
直
ニ
［
復
］

凾
発
。
午
後
、
岩
越
來
ル
。
藤
井
氏
、
大
滌
子
（
※
石
濤
：
清
初
画
家
）
ノ
山
水

帖
ヲ
携
ヱ
來
ル
。
夜
ニ
入
テ
小
川
（
※
小
川
僧
泰（

（1
（

）
舎
ヲ
訪
。
酒
間
、
墨
井
道
人

（
※
呉
歴
：
清
初
画
家
）
墨
竹
、
文
震
孟
（
※
明
末
書
家
）
行
書
、
子
冶
（
※
瞿
応
紹
：

清
代
画
家
）
墨
竹
帖
ヲ
見
ル
。

三
月
三
十
一
日
：
萬
酔
堂
來
リ
、
公
債
証
一
件
、
内
約
ス
。

四
月
一
日
：
訪
藤
井
氏
。
夜
、
到
小
原
（
※
小
原
適
：
解
題
参
照
）、
野
村（

（
（

之
両
氏
宅

而
會
事
ヲ
談
ス
。

四
月
二
日
：
祖
先
ノ
忌
辰
、
仏
事
ヲ
執
行
ス
。
來
人
三
十
名
斗ば
か

リ
。
料
理
壱
人
ニ

付
十
［
銭
］
ナ
リ
。
○
上
田
、
西
京
ヨ
リ
柬
着
ス
。

四
月
三
日
：
開
「
鷃
笑
社
」
會
、
於
無む

か何
有う

荘
（
※
小
原
鉄
心
旧
庵（

（1
（

）。［
此
］
日
會

者
十
有
餘
名
。
時
梅
花
将
残
亂
香
馥
郁
。

四
月
四
日
：
同
藤
井
訪
胡
銕
梅
［
寓
］
所
。
夜
十
一
［
時
］
帰
家
。

四
月
五
日
：
西
京
篠
田
ヱ
柬
発
ス
。

四
月
六
日
：
杉
山
千［
和
］來
訪
。
時
携
一
詩
來
、
曰「
壓
街
新
物
賣［
欠
字
］魚
。

四
月
清［
和
］雨
霽
初
。
知
是
山
王
祭
期
近
。
村
童
舁
出
小
神
輿
。」甚
好
竹
枝
。

四
月
七
日
：
朝
、
岐
阜
中
栄
（
※
中
村
栄
助
）
ヱ
柬
発
、
午
後
、
画
ヲ
胡
氏
ヱ
属
ス
、

二
十
葉
。
夜
、
関
口
生
（
※
関
口
伯
斐（

（1
（

）
余
吉
岡
（
※
吉
岡
楼（

（1
（

）
ニ
招
ク
。
辞
ス
ル

ニ
小
詩
ヲ
以
テ
ス
。「
鴎
盟
詩
約
両
三
及
。
聞
説
芳
楼
共
挙
巵
。
生
憎
今
宵
有

煩
事
。
乞
君
休
咎
負
佳
期
。」
時
夜
将
三
更
。

四
月
八
日
：
午
後
、
胡
氏
ヲ
訪
、
画
二
葉
ヲ
属
ス
。
各
四
尺
屏
。

四
月
九
日
：
小
原
氏
初
午
稲
荷
祭
、
夜
八
［
時
］
家
ニ
帰
ル
。
岐
阜
脇
坂
（
※
脇

坂
竹
坨（

（1
（

）
并
ニ
栄
助
ヨ
リ
柬
着
ス
。
○
野
村
熟
（
※
野
村
藤
陰
塾
）
生
、
古
川
熊

太
郎
、
画
門
ニ
入
ラ
ン
事
乞
。
○
牧
野
（
※
牧
野
交
翠（

（1
（

）
ヨ
リ
潤
金
ト
シ
テ
六
円

預
リ
置
ク
。

四
月
十
日
：
美
晴
春
暖
可
人
。
午
後
訪
胡
氏
、
余
以
曽
所
愛
之
小
巻
、
乞
鑑
。
胡

氏
云
「［
此
］
顧
西
楳
（
※
顧
洛
：
清
代
画
家
）
之
筆
也
。
我
邦
頗
貴
、
蓋
自
賞
之

物
、
故
欠
欵
（
※
款
）
耳
。」

四
月
十
一
日
：
訪
藤
井
氏
、
夜
、
十
二
［
時
］
過
帰
ル
。

四
月
十
二
日
：
名
古
屋
天
然
堂
ゟ
柬
着
ス
。
夜
、
訪
藤
井
氏
。

四
月
十
三
日
：
小
川
氏
招
飲
。

四
月
十
四
日
：
戸
倉
竹
圃
來
。
夜
飲
於
京
丸
亭
○
脇
坂
ヨ
リ
柬
來
ル
。

四
月
十
五
日
：
夜
、
寒
林
君
來
訪
。
○
胡
氏
潤
金
、
松
［
野
］
并
［
堀
江
］
両
氏

ヨ
リ
預
百
円
余
。

（
※
欄
外
：
元
人
仇
山
村
（
※
仇
遠
：
元
代
書
家
）
詩
「
無
求
莫
問
朝
廷
事
、
有
耻
難

交
市
井
人
。」）
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四
月
十
六
日
：
藤
井
、
明
晨
将
帰
郷
。
余
、
潤
金
十
七
円
、
外
ニ
壱
円
金
ヲ
以
テ

渡
ス
。
此
夜
雨
。
共
ニ
詩
ア
リ
。

四
月
十
七
日
：
胡
氏
ヲ
訪
。
潤
儀
九
十
六
円
十
［
銭
］。
外
ニ
絖
本
五
円
三
十
八

［
銭
］、
文
霞
口
、
十
四
円
、
文
明
口
、
芦
鴈
左
［
元
］
四
角
（
九
十
六
［
銭
］）、

〆
百
十
七
円
四
十
四
［
銭
］
也
。
胡
氏
、
此
日
［
詩
］
ヲ
以
テ
贈
ル
。
夜
、
藤

井
ヲ
訪
。
偶
然
脇
坂
氏
ニ
晤
ス
。［
此
］
夜
、
藤
井
頗
不
平
、
闌
［
令
］
病
ヲ

発
ス
。
十
二
［
時
］
過
帰
家
。

四
月
十
八
日
：
寒
林
ヲ
送
ル
。
午
後
与
胡
氏
養
老
行
ヲ
約
ス
。

（
※
欄
外
：
寒
林
住
所　

大
坂
西
区
靭
下
通
二
丁
目
二
十
八
番
地
。
大
［
和
］
國

平
群
郡
三
井
村
四
十
二
番
地
）

四
月
十
九
日
：
朝
、
聯
車
十
五
名
同
行
、
公
園
ニ
赴
ク
。［
此
］
日
頗
牢
晴
、
看

客
亦
多
。
夜
、
桜
樹
燈
ヲ
点
ス
。
甚
此
観
ヲ
極
ム
。
豆
馬
亭
（
※
解
題
参
照
）
中

ニ
宿
ス
。

四
月
二
十
日
：
胡
氏
來
憩
於
偕
楽
社
、
後
移
豆
馬
亭
。
各
有
詩
、
画
興
少
有
。
胡

氏
要
還
垣
（
※
大
垣
）、［
但た
だ

］
固
も
と
よ
り

車
無
、
乃
す
な
は
ち

止
宿
。
○
胡
氏
詩
曰
「
松
斜
風

穿
急
。
泉
奔
萬
馬
力
。
逝
者
如
斯
夫
（
※
論
語
の
一
節
）。
誠
者
故
無
息
（
※
中
庸

の
一
節
）。
誰
従
川
上
來
。
千
古
尼
山
一
。（
※
尼
山
：
孔
子
故
郷
）」

　

題
豆
馬
亭
「
不
窮
碧
海
上
蒼
穹
。
日
月
双
丸
走
太
空
。
亭
上
白
雲
亭
下
河
。
寸

人
豆
馬
土
濛
々
。」

四
月
二
十
一
日
：
次
胡
氏
韵
曰
「
新
築
名
園
老
瀑
東
。
壮
観
不
与
昔
時
同
。
賞
心

帰
去
猶
労
夢
。
花
隔
軽
烟
細
雨
中
。」

午
後
四
時
過
命
車
。
胡
氏
、
岡
本
、
大
澤
、
桒
女
之
諸
氏
ト
同
ク
帰
ル
。
泥
土
速

馳
ス
ル
能
ス
、
夜
七
時
過
家
ニ
至
ル
。
此
車
賃
八
十
［
銭
］。

四
月
二
十
三
日
：
微
雨
。
朝
、
大
高
氏
ノ
葬
ヲ
送
ル
。
午
後
、
胡
氏
ヲ
訪
。
夜
、

脇
坂
來
、
話
畢
テ
直
ニ
去
ル
。［
此
］
日
養
老
公
園
井
上
参
議
ノ
陪
従
ノ
帰
途

ナ
リ
。
○
天
然
堂
來
ル
。

四
月
二
十
四
日
：
朝
、
西
京
上
田
ヱ
柬
発
ス
。
○
回
陽
堂
來
リ
、
水
谷
氏
画
門
ニ

入
ラ
ン
事
ヲ
乞
。
胡
氏
画
及
寒
林
書
画
ヲ
乞
ハ
ン
事
ヲ
托
ス
。（
※
欄
外
：
日
曜
）

四
月
二
十
五
日
：
朝
、
小
原
氏
珍
客
ヲ
待
ツ
、
因
テ
器
物
数
点
貸
ス
。
夜
、
小
山

尊
語
來
。
余
、
他
出
中
、
不
接
謦
咳
。
胡
氏
画
、
文
明
口
六
葉
持
帰
ル
。

四
月
二
十
六
日
：
朝
、
岸
田
講
掛
金
相
渡
ス
、
則
六
円
ナ
リ
。
内
十
［
銭
］
料
理

代
引
。
小
山
尊
語
來
話
、明
晨
将
上
西
京
、因
幸
托
一
封
寄
芥
津
（
※
篠
田
芥
津（

（1
（

）。

封
中
容
壱
円
二
十
五
［
銭
］、
金
則
「
果
梅
集
」
代
価
也
。
○
東
京
小
野
湖
山

贈
近
著
「
消
閑
集
」
二
巻
來
。
己
卯
（
※
明
治
十
二
年
）
後
作
。

（
※
欄
外
：
満
江
春
水
柳
依
々
。
細
雨
尊
前
花
乱
飛
。
采
手
無
言
悵
離
別
。
欲
千

夕
暉
一
片
軒
。
帆
望
急
溜
々
所
心
。
東
京
神
田
区
神
［
田
］
五
軒
丁
十
五
番
地

小
野
）

四
月
二
十
七
日
：［
此
］
日
甚
覚
暖
、
藤
井
ヱ
柬
発
ス
。

四
月
二
十
八
日
：
雨
。
携
岡
本
生
至
望
海
楼
、
喫
点
茶
。

四
月
二
十
九
日
：
夜
、
訪
胡
氏
、
為
詩
談
。
此
夜
春
寒
甚
。

四
月
三
十
日
：
胡
氏
潤
金
二
十
九
円
五
十
二
［
銭
］
渡
ス
。
内
四
尺
屏
三
［
枚
］。

倉
氏
（
※
戸
倉
氏
）
分
、此
金
六
元
（
内
四
円
半
直
［
納
］）
引
而
三
円
九
十
［
銭
］

（
又
十
三
枚
ハ
五
部
引
）。

五
月
一
日
：
鷃
笑
社
會
。
此
日
小
雨
弄
晴
。
頗
可
詩
、
胡
銕
梅
亦
來
参
、
席
上
賦

七
律
一
首
、
寓
客
皆
驚
。

五
月
二
日
：
雨
。
朝
、
楓
村
來
訪
、
談
西
遊
之
事
。
且
、
胡
氏
嘱
画
ヲ
托
ス
。

五
月
三
日
：
朝
、
藤
陰
見
來
、
贈
胡
氏
［
詩
］
曰
「
畧
従
図
画
識
超
俗
。
相
値
更

欣
徳
量
寛
。
筆
換
舌
來
交
若
問
。
詩
抒
臆
去
互
親
歓
。
剪
燈
縦
是
双
心
契
。
判

袂
其
如
再
會
難
。
為
我
生
絹
寫
残
墨
。
毎
思
君
處
展
來
看
。」

五
月
四
日
：
朝
、
公
債
利
子
請
取
件
、
中
嶌
氏
ヱ
托
ス
。
午
後
、
訪
胡
氏
、
入
夜

帰
。

五
月
五
日
：
雨
。
終
日
昏
々
為
睡
。
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五
月
六
日
：
雨
。
西
京
篠
田
ヨ
リ
柬
來
ル
。

五
月
七
日
：
雨
。
胡
氏
ヲ
訪
ヒ
潤
金
十
四
円
八
十
二
［
銭
］
渡
ス
。［
此
］
日
五

尺
屏
白
凰
墨
竹
図
壱
張
、
胡
氏
写
以
テ
贈
ル
。［
此
］
夜
、
余
、
微
恙
ヲ
以
テ

帰
家
ス
ル
能
ズ
。
遂
ニ
京
丸
亭
ニ
宿
ス
。
翌
早
朝
、
車
ヲ
命
ジ
テ
帰
。
途
上
、

新
漲
為
川
。

（
※
欄
外
：
戸
倉
口
。
玉
堂
富
貴
二
円
六
十
六
。
四
尺
屏
二
［［
枚
］］　

四
元
。
序

文　

壱
円
。
絖
本
尺
二　

四
尺
五
。
同　

尺
八
四
尺　

九
十
二
［
銭
］。
□　

菓
子　

藤
井
口
。
絖
本
三
尺
。　
［
潤
］
壱
円
二
十
［
銭
］。）

五
月
八
日
：
晴
。
國
帋
十
三
［
枚
］（
此
代
壱
円
四
十
三
［
銭
］）
以
テ
胡
氏
ニ
贐

ス
。

五
月
九
日
：
晴
。
病
褥
無
聊
。

五
月
十
日
：
晴
。
明
日
胡
氏
上
程
ノ
由
。
蕪
詩
ヲ
贐
ス
。
曼
老（
※
陳
曼
寿
。
以
下
同
）

ヱ
ノ
柬
一
封
、
岡
本
ヱ
附
ス
。
嘱
物
五
字
額
四
張
印
五
［
枚
］、［
此
］
潤
金
八

円
ナ
リ
。

（
※
挿
込
紙
：「
微
雲
作
雨
首
夏
清
。
疎
雨
送
我
歩
園
林
。
一
湾
泂
水
緑
于
酒
。
十

畝
菜
花
黄
似
金
。
童
子
不
関
門
待
客
。
主
人
方
沐
手
調
［
琴
］。
故
國
若
無
滄

海
隔
。
何
妨
曳
杖
百
回
尋
。」）

五
月
十
一
日
：
中
嶋
（
※
中
嶋
蘆
洲（

（1
（

）
生
、
有
馬
温
泉
ヨ
リ
ノ
柬
着
。
○
大
野
郡
政

田
村
、
堀
金
作
來
リ
、
画
ヲ
乞
。
○
黄
昏
脇
坂
ヱ
柬
発
。

五
月
十
二
日
：
回
陽
生
來
、
胡
氏
書
托
寄
戸
倉
竹
圃
子
。

五
月
十
三
日
：
木
村
拙
蔵
來
リ
画
ヲ
乞
、
田
付
氏
ノ
嘱
。

五
月
十
四
日
：
岐
阜
林
逸（

（1
（

來
ル
。
蓋
、
方
壺
（
※
天
野
方
壺（

（2
（

以
下
同
）
門
、［
此
］
人

想
浮
薄
姓
欤
。

五
月
十
五
日
：
八
幡
神
社
祭
事
。
依
例
襍
［
踏
］、
此
日
不
出
門
外
。
○
中
嶋
、

安
田
両
子
西
遊
帰
途
來
話
。

五
月
十
六
日
：
朝
、
篠
田
、
脇
坂
両
氏
ヱ
柬
ス
。
○
長
地
村
岩
越
家
［
内
］
來
ル
。

五
月
十
七
日
：
上
田
ヨ
リ
柬
到
ル
（
東
川
端
通
丸
太
町
下
ル
九
十
二
番
）。
又
岡

本
ヨ
リ
胡
氏
［
寓
］
所
報
シ
來
ル
（
河
原
町
通
三
条
上
ル
下
丸
屋
、
松
屋
市
平

方
ナ
リ
。）
○
巌
越
ノ
柬
認
ム
。

五
月
十
八
日
：
葉
芽
ヲ
摘
ム
。［
此
］
目
方
五
百
目
（
※
匁
）

五
月
十
九
日
：
水
谷
生
來
ル
。
○
金
二
十
五
円
古
川
ゟ
成
文
堂
請
取
金
入
ル
。

五
月
二
十
日
：
江
馬
金
粟
來
訪（

（2
（

。
多
奇
話
。
○
福
田
廉
蔵
來
ル
。

五
月
二
十
一
日
：
脇
坂
ヨ
リ
柬
着
ス
。

五
月
二
十
二
日
：
西
京
文
石
堂
（
※
唐
本
専
門
店
）
ヨ
リ
「
消
夏
彔
（
※
録
）」
送
致

シ
［
此
］
価
九
十
［
銭
］、
稍
覚
廉
。

五
月
二
十
三
日
：
西
京
曼
老
ヨ
リ
書
并
石
章
（
※
印
章
）
送
リ
來
ル
。

五
月
二
十
四
日
：
竹
ヶ
鼻
（
※
羽
島
竹
鼻
町
）
小
見
山
竹
村
來
訪
。
朝
、
西
京
胡
氏

ヱ
柬
発
ス
。

五
月
二
十
五
日
：
岐
阜
杦
山
ヱ
愉
快
講
ノ
［
事
］
ヲ
報
ス
。
草
稿
神※
ご
う
ど戸

杦
山
ヱ
送

致
ス
。

五
月
二
十
六
日
：
愉
［
快
］
講
ヲ
講
員
ヱ
報
知
ス
。

五
月
二
十
七
日
：
高
須
高
木
十
蔵
來
テ
、
忰
松
之
助
ノ
学
事
ヲ
托
ス
。

五
月
二
十
八
日
：
愉
快
講
落
口
半
数
、
此
金
七
十
三
円
五
十
［
銭
］
也
。
後
會
ハ

十
一
月
也
。
○
五
十
円
松
岡
ヱ
返
金
ス
。
此
利
三
円
七
十
五
［
銭
］
也
。
○
朝
、

脇
坂
ヱ
柬
発
ス
。
夜
、
曼
壽
ニ
与
フ
ル
書
ヲ
修
ス
。

五
月
二
十
九
日
：
東
京
成
章
社
ヱ
柬
発
ス
。
○
金
半
円
、
宇
野
（
※
宇
野
義
存（

（2
（

）
ヱ

送
ル
。「
南
村
遺
稿
」
ノ
答
礼
。
○
小
原
ヨ
リ
三
十
円
借
リ
入
レ
。
本
年
七
月

返
濟
ノ
約
。

五
月
三
十
日
：
東
京
成
章
社
ヱ
為
替
金
壱
円
着
出
ス
。
此
賃
三
［
銭
］
也
。

五
月
三
十
一
日
：
服
部
傳
吉
方
［
負
］
債
元
金
百
円
、
利
子
八
円
三
十
三
［
銭
］

三
［
厘
］
相
渡
、右
皆
濟
ノ
［
事
］。
○
三
円
三
十
［
銭
］（
一
月
ヨ
リ
五
月
迠
）

五
十
円
利
金
小
原
ヱ
納
ム
。
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六
月
一
日
：
金
四
十
円
早
川
倉
造
ゟ
請
取
。

六
月
二
日
：
高
須
池
田
新
ナ
ル
者
來
、
画
門
ニ
入
ラ
ン
［
事
］
ヲ
乞
。
岡
本
ヱ
柬

発
ス
。

六
月
三
日
：
吹
原
ノ
［
茶
］
肆
ヲ
過
グ
。

六
月
四
日
：
戸
倉
ヱ
柬
発
ス
。

六
月
五
日
：
岩
越
方
養
子
新
婦
ニ
付
、
代
理
ト
シ
テ
甚
作
（
※
既
出
）
ヲ
遣
ス
。

壱
円
五
十
［
銭
］（
肴
料
・
扇
子
料
・
袷
代
料
）
兼
。
○
矢
野
ゟ
取
替
金
受
取
。

又
戸
倉
竹
圃
同
数
此
十
円
ナ
リ
。

六
月
六
日
：
成
章
社
ヨ
リ
「
詩
文
詳
解
」
當
（
※
到
）
着
。
○
午
後
、
鷃
笑
社
會

ヱ
赴
ク
。［
此
］
日
雨
、
夜
、
十
［
時
］
過
帰
ル
。

六
月
七
日
：
雨
。
牧
野
生
來
、
席
上
揮
毫
。

六
月
八
日
：
杦
山
千
［
和
］
ヱ
柬
発
ス
。

六
月
九
日
：
中
嶋
來
、
取
替
金
六
円
持
來
。
外
ニ
五
円
成
文
堂
掛
残
之
分
預
リ
置
。

六
月
十
二
日
：
脇
坂
來
、
枕
頭
俗
事
ヲ
談
ス
。
胡
氏
画
相
渡
ス
。
絖
本
七
円
二
十

［
銭
］
壱
［
厘
］
十
六
［
カ
ヘ
］。
潤
七
円
。

六
月
十
八
日
：
牧
野
來
テ
東
行
ヲ
告
ク
。
頼
ニ
小
野
（
※
小
野
湖
山（

（2
（

）
ヱ
贈
柬
ヲ
托

ス
。

六
月
十
九
日
：
丹
瑞
來
ル
。
○
成
章
社
ヱ
柬
ス
。

六
月
二
十
日
：
成
文
講
触
レ
状
配
達
ス
。
○
金
三
円
六
十
［
銭
］
甚
蔵
ヱ
渡
ス
。

本
年
六
月
迠
分
相
濟
。

六
月
二
十
二
日
：
郷
亮
三
來
リ
、
金
百
円
ノ
證
券
御
渡
ス
。
利
子
十
五
円
相
附
。

此
期
限
六
月
元
十
一
月
晦
日
迄
也
。

六
月
二
十
三
日
：
朝
、
脇
坂
來
リ
、
西
京
渡
シ
金
ノ
［
内
］、
三
百
円
ハ
両
名
ノ

名
目
ニ
而
金
策
ス
。

六
月
二
十
四
日
：
成
文
堂
五
百
講
會
日
。
余
、
以
不
快
欠
席
、［
此
］
掛
金
十
三

円
七
十
［
銭
］。
○
壱
円
八
［
銭
］
九
［
厘
］（
十
四
［
年
］
上
半
期
学
校
費
）

納
ム
。

六
月
二
十
五
日
：
銀
行
ニ
而
三
百
五
十
円
借
入
レ
。
利
子
壱
［
銭
］
三
［
厘
］（
内

五
毛
ハ
前
［
納
］
ノ
［
事
］
―
―
壱
円
五
［
銭
］）。
期
限
十
一
月
三
十
日
、［
此
］

抵
當（
坪
数
千
四
十
七
坪
六
合
二
勺
、價
三
百
三
十
五
円
二
十
五［
銭
］也
。
六
ヶ

月
利
子
二
十
七
円
三
十
［
銭
］）。
曼
壽
ヱ
ノ
柬
、
今
井
ヱ
托
ス
。

六
月
二
十
六
日
：
成
文
講
割
戻
し
。
壱
口
ニ
付
十
壱
円
七
十
［
銭
］
つ
ゝ
、
郷
両

氏
ヱ
返
ス
。

六
月
二
十
七
日
：
金
二
円
三
十
［
銭
］
吹
原
ヱ
遺
ス
。
瓶
及
墨
壱
丁
ノ
代
價
。

六
月
二
十
八
日
：
金
二
百
円
、
萬
酔
堂
ヱ
貸
ス
。
來
月
限
［
此
］
抵
當
二
品
ナ
リ
。

山
川
生
來
ル
。
○
立
成
講
集
會
、
余
、
病
ヲ
以
テ
辞
ス
。
○
大
橋
寛
一
講
四
円

差
出
ス
。
落
口
七
十
四
円
十
五
［
銭
］
ノ
用
。

六
月
二
十
九
日
：
東
京
牧
野
ヨ
リ
柬
來
ル
。
○
「
鷃
笑
新
誌
」
ノ
件
ヲ
談
ス
。

　

三
和
ヨ
リ
金
十
六
円
、
利
子
二
円
二
十
［
銭
］、
受
取
悉
皆
濟
。

六
月
三
十
日
：
東
京
牧
野
ヱ
［
復
］
柬
発
ス
。
○
服
部
傳
方
銀
瓶
成
文
堂
口
受
ケ

出
ス
。
此
金
二
十
円
ハ
元
金
（
利
子
二
十
七
円
十
八
［
銭
］）
相
［
渡
］
ス
。

○
金
三
十
円
來
月
限
ニ
而
三
［
和
］
ヱ
貸
。
○
三
十
円
（
利
子
四
十
［
銭
］）

小
原
方
ヱ
返
濟
す
。
○
浅
ノ
口
五
百
円
（
十
二
月
五
日
迠
ノ
利
、
壱
［
銭
］
一

厘
ニ
而
）此
金
三
十
六
円
。
三
十
円
相
渡
ス
。
○
下
婢
給
壱
円
半
、生
渡
シ
。（
※

欄
外
：
郵
便
ハ
ガ
キ
二
十
五
［
銭
］）

七
月
一
日
：
雨
。
高
木
乾
濤
來
而
告
別
。

七
月
二
日
：
岡
本
、
大
阪
ヨ
リ
帰
途
來
訪
。
書
画
数
幅
ヲ
持
來
。
浄
業
ノ
墨
蘭
、

呉
文
炳
山
水
、
尤
佳
ナ
ル
者
。

（
※
欄
外
：
西
新
町
壱
丁
目
八
番
地　

岡
本
久
敬
）

七
月
三
日
：
雨
。
岡
氏
又
來
リ
（
金
壱
円
貸
ス
）、
席
上
竹
堂
ノ
画
ヲ
臨
ス
。
○

鷃
笑
詩
會
、
余
、
微
恙
ヲ
以
辞
ス
。

七
月
四
日
：
夜
、
中
嶋
生
、
來
リ
訪
フ
。
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七
月
五
日
：
岸
、
高
木
生
來
リ
、「
鷃
笑
新
誌
」
ヲ
校
讐
ス
。
栗
所
モ
又
來
ル
。

七
月
六
日
：
無
事
。　

七
月
七
日
：
又
雨
。
石
原
（
※
石
原
墨
荘（

（1
（

）
生
來
リ
話
ス
。

七
月
八
日
：
朝
、
上
田
ヱ
柬
発
ス
。
○
西
京
玩
古
堂
來
ル
。

七
月
九
日
：
朝
、
杦
山
ヨ
リ
詩
屮
（
※
草
稿
）
來
着
。
一
昨
七
日
出
ノ
柬
ナ
リ
共
、

遅
延
配
達
ノ
不
注
意
ニ
ヨ
ル
也
。
夜
、「
新
誌
」
校
讐
十
二
［
時
］
過
。

七
月
十
日
：
晴
。
炎
感
甚
タ
シ
。　

七
月
十
一
日
：
體
気
不
爽
。

七
月
十
二
日
：
牧
野
ゟ
柬
來
ル
。
○
中
嶋
ヱ
成
文
堂
ゟ
引
受
品
相
托
ス
。
四
十
八

点
、
此
金
五
百
三
十
円
。
○
脇
坂
ヱ
柬
ス
。

七
月
十
三
日
：
朝
「
新
誌
」
高
木
ヱ
托
ス
。
夜
、
石
崎
、
杦
山
ヱ
ノ
柬
書
ス
。

七
月
十
四
日
：
朝
、
石
崎
、
杦
山
ヱ
ノ
両
氏
ヱ
柬
発
ス
。　

七
月
十
五
日
：
無
事
。

七
月
十
六
日
：
安
藤
鉐
次
郎
來
リ
、
余
ガ
画
門
ニ
入
ル
。
○
池
田
生
帰
省
。

七
月
十
七
日
：
段
木
（
※
薪
：
つ
だ
）
壱
間
此
代
四
円
十
五
［
銭
］。
石
崎
齢
一
ヱ

渡
ス
。
外
運
賃
四
［
銭
］。

七
月
十
八
日
：
曼
壽
ゟ
柬
着
。　

七
月
十
九
日
：
養
老
書
画
會
散
々
。
篠
田
ヱ
発

ス
。

七
月
二
十
日
：
成
文
堂
事
件
ニ
付
、
小
川
屋
ニ
テ
集
會
。（
※
不
詳
）

七
月
二
十
一
日
：
上
田
氏
ヱ
柬
ス
。
井
筒
屋
講
画
金
十
四
円
、
宇
野
ヱ
渡
ス
。

七
月
二
十
二
日
：
朝
、
牧
野
ヨ
リ
柬
來
ル
。
○
ナ
タ
子ね

（
※
菜
種
油
）
売
却
、
此

価
三
円
十
五
［
銭
］。
壱
升
八
［
銭
］
五
ノ
割
。　

七
月
二
十
三
日
：
無
事
。

七
月
二
十
四
日
：
大
跡
戸
倉
ヨ
リ
十
円
回
送
ス
。
内
三
円
ハ
唫
講
會
三
回
分
。
七

月
八
月
ニ
付
七
円
成
文
行
。

七
月
二
十
五
日
：
耕
間
堂
來
話
ス
。

七
月
二
十
六
日
：
朝
、
曼
壽
并
藤
井
ヱ
ノ
柬
、
回
陽
生
ヱ
托
ス
。
○
立
成
講
ゟ

七
十
円
借
入
レ
。
壱
銭
五
厘
六
毛
。

七
月
二
十
七
日
：
矢
野
生
來
、
束
脩
持
シ
來
ル
。

（
※
欄
外
：
下
石
津
郡
高
須
西
町
口
池
向
打
）

七
月
二
十
八
日
：
安
藤
來
告
別
（
岐
阜
常
盤
丁
（
※
町
）
四
［
嶋
］
堂
雇
）。
池
田

生
來
ル
。

七
月
二
十
九
日
：
岡
本
ゟ
柬
來
。
即
時
［
復
］
函
ヲ
発
。

七
月
三
十
日
：
牧
野
ヨ
リ
柬
并
ニ
途
産（
※
不
詳
）ヲ
販
ル
。
借
屋
賃
増
加
発
表
方
。

七
月
三
十
一
日
：
雪
齋
ゟ
三
十
七
円
四
十［
銭
］、井
筒
屋
講
金
入
。二
円
五
十［
銭
］。

善
左
衛
門
袷
。
五
月
今
日
迠
。
金
五
十
円
、小
原
方
返
上
。
但
シ
利
子
二
円
添
。

八
月
一
日
：
雨
。
株
券
請
取
。

八
月
二
日
：
邸
内
売
却
仮
約
定
、
右
手
附
ト
シ
テ
五
十
円
請
取
置
。
○
陳
曼
壽
ヨ

リ
柬
着
ス
。

八
月
三
日
：
菅
宗
三
ゟ
柬
ル
。
岸
ヱ
柬
発
ス
。
大
橋
（
※
大
橋
翠
石
：
解
題
参
照
）

來
話
、
版
事
ヲ
談
ス
。

八
月
四
日
：
小
原
ヱ
一
訪
ス
。

八
月
五
日
：
朝
、
野
村
氏
ヲ
訪
。
午
後
、
池
田
生
來
、
束
脩
持
贈
。
○
馬
淵
研
造
、

泓
良
畺
二
子
來
。

八
月
六
日
：
友
誼
會
。
東
京
谷（

（2
（

ヱ
柬
発
ス
。
大
和
藤
井
ゟ
一
封
來
ル
。

八
月
七
日
：
鷃
笑
社
會
。［
此
］
牧
野
、
山
川
生
來
訪
。

八
月
八
日
：
曼
壽
ヨ
リ
ノ
柬
着
ス
。

八
月
九
日
：
杦
山
來
リ
千
円
、
講
発
會
十
八
日
ト
決
ス
。

八
月
十
日
：
夜
、
松
岡
氏
ヲ
訪
。　

八
月
十
一
日
：
福
永
ニ
而
會
。

八
月
十
二
日
：
胡
銕
梅
來
柬
。
谷
氏
法
事
。

八
月
十
三
日
：
朝
、
銕
梅
、
琴
仙
（
※
王
琴
仙
：
解
題
参
照
）
両
子
來
訪
。
午
後
、
其

寓
所
ヲ
訪
。
王
氏
談
中
曰
「
先
生
欲
抹
茶
乎
否
」。
余
曰
「
不
欲
」。
王
曰
「
弟
、

於
貴
邦
所
交
之
文
人
墨
客
、
皆
嗜
抹
茶
者
少
矣
。
若
有
嗜
抹
人
、
則
知
其
為
俗

物
」。
相
倶
言
之
一
笑
。

八
月
十
五
日
：
早
晨
、
胡
氏
ヲ
訪
テ
不
遇
。
寒
林
ヨ
リ
柬
來
ル
。
黄
昏
野
村
君
ヲ

訪
ヒ
、
帰
途
活
版
所
ヱ
一
訪
ス
。
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八
月
十
六
日
：
角
力
一
覧
、
此
日
大
達
尤
有
人
望
、
梅
谷
ハ
松
ノ
音
ト
相
角
シ
勝

負
無
シ
雖
、
梅
谷
ノ
者
カ
。

八
月
十
七
日
：
胡
氏
、
名
府
（
※
名
古
屋
）
ヨ
リ
柬
到
ル
。
東
京
下
谷
人
來
リ
、

乏
窮
ヲ
説
キ
悵
然
、
画
一
葉
ヲ
施
送
ス
。
牧
野
ヱ
成
文
口
ノ
品
物
托
ス
。

八
月
十
八
日
：
千
円
講
発
會
、
余
以
病
辞
。

八
月
十
九
日
：
中
嶌
來
。
夜
、
長
崎
田
中
萬
谷
來
話
。

八
月
二
十
日
：
曼
壽
ヱ
柬
発
。

八
月
二
十
一
日
：
曼
老
ヨ
リ
柬
着
ス
。
午
後
脇
坂
來
リ
、
此
日
來
賓
頻
々
。

八
月
二
十
二
日
：
萬
谷
來
リ
別
ヲ
告
ク
。
石
痴
（
※
成
瀬
石
痴（

（2
（

）
篆
［
印
口
］
篆
ヲ

依
托
ス
。

（
※
欄
外
： 

長
崎
銀
屋
街
五
十
三
番　

戸
行
餘
学
舎
ニ
付　

田
中
秀
実
）

八
月
二
十
三
日
：
宇
野
來
ル
。　

八
月
二
十
四
日
：
無
事
。

八
月
二
十
五
日
：
曼
壽
柬
着
、
復
函
又
発
ス
。
夜
小
原
ヱ
到
、
活
版
所
事
件
ヲ
談

ス
。

八
月
二
十
六
日
：
牧
野
ヨ
リ
道
具
代
ト
シ
テ
三
十
五
円
、
中
嶌
ヨ
リ
十
三
円
、
外

ニ
胡
氏
潤
金
ト
シ
十
円
預
り
置
。
夜
、
石
川
柳
城
來
訪
ス
。

八
月
二
十
七
日
：
金
三
百
円
、
邸
内
売
渡
シ
金
ノ
内
、
受
取
。
三
円
［
矢
］
野
講

金
、
但
シ
四
會
目
。

八
月
二
十
八
日
：
安
藤
養
園
両
生
來
ル
。　

八
月
二
十
九
日
：
二
百
円
宇
野
ヱ
貸

ス
。

八
月
三
十
日
：
東
京
神
田
区
中
サ
ル
ガ
ク
町
（
※
猿
楽
町
）、
福
永
ヱ
柬
発
ス
。

八
月
三
十
一
日
：
午
後
「
新
誌
」
御
届
相
認
本
、
慶
（
※
岡
安
慶
介
：
解
題
参
照
）

ヱ
托
ス
。

九
月
一
日
：
中
井
生
來
。
彦
根
本
丁
（
※
本
町
）
聚
議
社
。
原
生
來
。

九
月
二
日
：
石
原
、
池
田
來
ル
。
杦
山
談
判
ア
リ
。

九
月
三
日
：
金
六
十
円
、
萬
酔
堂
ヱ
渡
ス
。

九
月
四
日
：
鷃
笑
社
會
ヱ
趨
ク
。
此
日
會
者
十
五
名
。

九
月
五
日
：
書
画
會
事
ヲ
牧
野
生
、
石
原
ヱ
談
ス
。

九
月
六
日
：
三
和
來
リ
、
大
栄
講
ノ
［
事
］
ヲ
乞
。
七
十
円
受
取
共
證
書
ヲ
渡
ス
。

外
、
五
円
右
ヘ
利
子
ト
シ
テ
受
取
。

九
月
七
日
：
脇
坂
ト
夜
話
ス
。

九
月
八
日
：
公
債
池
田
屋
ゟ
受
取
。　

九
月
九
日
：
一
日
小
川
屋
ニ
而
脇
坂
談
ス
。

九
月
十
日
：
百
五
十
円
小
川
ゟ
受
取
、
右
屋
鋪
売
却
金
、
悉
皆
相
濟
。

九
月
十
一
日
：「
鷃
笑
新
誌
」
成
。
安
田
烏
林
來
ル
。

九
月
十
二
日
：
間
宮
桂
二
來
ル
。
四
日
市
［
三
重
］
社
會
。

九
月
十
三
日
：
東
京
福
永
ヱ
柬
発
ス
。
夜
、
大
風
雨
ア
リ
。

九
月
十
四
日
：
陰
晴
不
定
。　

九
月
十
五
日
：
快
晴
。

九
月
十
六
日
：
夜
、
郷
ゟ
復
柬
來
ル
。　

九
月
十
七
日
：
脇
坂
來
ル
。

九
月
十
八
日
：
脇
坂
同
伴
宇
野
ヱ
行
。
夜
、
御※
ご
も望

（
※
岐
阜
市
地
名
）
郷
氏
、
高
橋

両
氏
ノ
柬
認
ム
。

九
月
十
九
日
：
大
硯
大
筆
安
田
屋
ヱ
貸
ス
。
朝
、
亮
三
及
瀬
一
ヱ
柬
発
ス
。
牧
村

來
。

九
月
二
十
日
：
東
京
平
山
ヨ
リ
柬
來
ル
。　

九
月
二
十
一
日
：
曼
壽
ゟ
柬
來
。

九
月
二
十
二
日
：
福
永
ゟ
柬
着
ス
。

九
月
二
十
三
日
：
回
陽
堂
ヱ
小
集
。
午
後
演
舌
會
ヱ
趨
ク
。
沼
間
君
ハ
「
寡
人
政

府
」
ノ
論
題
ニ
而
、
談
場
ニ
上
リ
、
衆
ニ
向
テ
曰
、

　

余
、
本
日
ヲ
以
テ
満
期
ト
ス
当
縣
下
ノ
人
民
ニ
對
シ
、
離
別
ノ
言
贈
ラ
ン
。
世

俗
或
ハ
臨
別
其
地
称
誉
ス
。
又
ハ
虚
言
ヲ
飾
ル
。
是
尋
常
ノ
例
ト
為
ス
。
余
不

然
。
茲
一
ノ
所
見
ア
リ
。
不
知
、諸
君
肯
否
。
誠
挙
テ
曰
ン
。
人
民
皆
昏
［
夢
］

未
タ
醒
メ
サ
ル
ヤ
、
耳
聾
ナ
ル
ヤ
、
各
性
命
在
産
不
知
哉
ト
問
ハ
ゝ
定
テ
曰
ン
、

白
昼
無
［
夢
］、
耳
又
不
聾
、
性
命
在
産
モ
又
了
知
ス
。
余
、
所
説
比
諭
耳
為

詳
之
ヲ
説
ン
。（
※
解
題
参
照
）
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（
※
欄
外
：
石
原
生
ニ
托
シ
小
林
（
※
小
林
卓
齋（

（1
（

）
ヱ
「
新
誌
」
投
寄
）

九
月
二
十
四
日
：
中
嶌
來
リ
、
成
文
事
件
ヲ
談
ス
。
朝
、
曼
壽
ヱ
柬
発
ス
。

九
月
二
十
五
日
：
雨
、
大
橋
柬
京
ヱ
発
ス
。

（
※
欄
外　

神
田
三
崎
町
壱
丁
目
二
番
地　

森
田
巳
之
助
）

九
月
二
十
六
日
：
朝
、
陳
氏
ヱ
柬
発
。
○
牧
野
ゟ
金
子
受
取
六
十
二
円
。
外
ニ
銕

梅
ニ
納
五
円
。

九
月
二
十
七
日
：
蔵
具
運
輸
。　

九
月
二
十
八
日
：
中
井
真
平
柬
托
。
曼
壽
ト
シ

テ
三
円
五
十
［
銭
］
附
。

九
月
二
十
九
日
：
五
円
。
外
ニ
三
円
。
高
木
旅
費
ト
シ
テ
渡
し
。

九
月
三
十
日
：
江
馬
氏
（
※
江
馬
天
江（

（2
（

）
來
垣
。
夜
、
二
十
五
円
大
工
又
八
ヱ
渡
ス
。

総
計
七
十
五
円
之
内
也
。

十
月
一
日
：
江
馬
与
天
江
集
于
萬
酔
堂
居
所
。
池
田
氏
帰
省
ス
。

十
月
二
日
：
陳
曼
壽
來
着
。　

十
月
三
日
：
於
回
陽
堂
入
札
。

十
月
四
日
：
訪
曼
壽
。　

十
月
五
日
：
曼
壽
、
金
生
山
行
。

十
月
六
日
：「
味
梅
花
館
詩
集（

（
（

」（
※
解
題
参
照
）
十
三
［
部
］
自
文
石
堂
販
來
（
※

売
り
来
る
）、
此
代
金
三
円
也
。

十
月
七
日
：
東
京
ヨ
リ
電
信
着
ス
。

十
月
八
日
：
小
原
方
ニ
而
二
百
五
十
円
借
入
右
ヱ
五
十
円
添
、
三
百
円
為
替
ニ

而
。
東
京
ヱ
ノ
柬
認
。
鷃
笑
社
會
ヱ
趨
ク
。

十
月
九
日
：
朝
、
東
京
ヱ
為
換
（
※
為
替
）
発
。
此
賃
十
八
［
銭
］
也
。
牧
野
、

陳
氏
潤
。
十
三
円
、
又
二
円
三
十
［
銭
］
受
取
。

十
月
十
日
：
金
七
円
、
過
日
入
札
費
ト
シ
テ
渡
ス
。
夜
、
同
藤
君
訪
陳
氏
。

十
月
十
一
日
：
修
齊
学
舎
小
會
ニ
趨
ク
。
帰
途
「
新
誌
」
ヲ
校
ス
。

十
月
十
二
日
：
原
田
（
※
原
田
西
疇（

（2
（

）
自
岐
阜
帰
。

十
月
十
三
日
：
王
廷
章
（
※
画
家
。
生
没
不
詳
）
來
ル
。
夜
、
訪
陳
氏
。
此
世
會
者
、

西
疇
、
石
川
、
高
木
、
牧
野
之
数
名
也
。（
※
欄
外
：［
菱ハ
ク

］
羅　

汽
船
也
）

十
月
十
四
日
：
江
馬
金
粟
ヲ
訪
。

十
月
十
五
日
：
修
齊
舎
開
業
式
。
朝
、
東
京
大
橋
ヱ
柬
托
ス
。

十
月
十
六
日
：
越
後
人
雪
山
画
洲
人
來
、
極
凡
。

　

曼
壽
潤
十
五
円
伊
藤
受
取
。
四
円
安
藤
ゟ
受
取
。

十
月
十
七
日
：
清
水
粥
作
來
。　

十
月
十
八
日
：
東
京
大
橋
ヨ
リ
柬
來
ル
。

（
※
挿
込
紙
：
木
屋
町
仏
光
寺
下
ル
十
九
番
）

十
月
十
九
日
：
雨
。　

十
月
二
十
日
：
十
円
弥
介
ヱ
渡
ス
。

十
月
二
十
一
日
：
百
円
受
取
。
宇
野
ゟ
。

十
月
二
十
二
日
：
東
京
福
永
ヱ
柬
并
金
五
十
円
発
ス
。
大
橋
モ
同
し
。

十
月
二
十
三
日
：
原
田
來
、
告
別
。
同
氏
ヱ
五
円
潤
［
方
］、
外
ニ
十
一
円
文
石

堂
ヱ
托
ス
。

十
月
二
十
四
日
：
東
京
大
橋
ゟ
柬
着
ス
。
岸
田
氏
舫
講
（
※
も
や
い
講
）
掛
金
六
円

差
出
ス
。

十
月
二
十
五
日
：
同
曼
壽
游
京
丸
亭
。
此
日
中
嶋
之
為
破
銭
。
夜
、
陳
氏
潤
精
算

ス
。

十
月
二
十
六
日
：
石
川
氏
來
遊
。　

十
月
二
十
七
日
：
朝
、
訪
鈴
木
氏
。

十
月
二
十
八
日
：
曼
壽
來
訪
。　

十
月
二
十
九
日
：
修
齊
會
集
會

十
月
三
十
日
：
修
齊
社
寄
付
金
書
、
小
原
方
ヱ
托
ス
。
帰
途
学
舎
ニ
入
リ
講
談
ヲ

聴
。

　

此
日
東
京
荷
物
着
（
太
助
ノ
口
）。
夜
、
間
宮
ヱ
ノ
柬
認
ム
。

十
月
三
十
一
日
：
大
阪
周
擴
舎
（
※
解
題
参
照
）
ヱ
金
五
円
発
ス
。
小
山
ゟ
芋
一
俵

販
リ
來
ル
。

十
一
月
一
日
：
活
版
所
決
算
簿
ヲ
製
ス
。　

十
一
月
二
日
：
無
事
。

十
一
月
三
日
：
西
京
國
友
ヨ
リ
捲
ス
ル
メ
着
。

十
一
月
四
日
：
御
望
亮
三
子
ヱ
「
新
誌
」
発
。
四
日
市
間
宮
ゟ
柬
來
ル
。

　

托
矢
野
氏
送
陳
氏
書
［
於
］
安
藤
。
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十
一
月
五
日
：
鷃
笑
社
詩
會
。
西
疇
ゟ
柬
着
ス
。

十
一
月
六
日
：
修
齊
学
舎
演
説
。
夜
「
新
誌
」
校
讐
。

十
一
月
七
日
：
胡
銕
梅
ヱ
柬
発
、
嘱
托
ノ
帋
（
四
尺
屏
二
枚
、
冊
頁
六
枚
）。
潤

十
円
五
十
［
銭
］。

十
一
月
八
日
：
小
原
方
法
事
。
修
齊
舎
寄
附
金
五
円
、
并
興
文
講
掛
金
壱
円
五
十

［
銭
］
差
出
ス
。
午
後
石
川
ノ
招
キ
ニ
因
テ
、
水
明
楼
ニ
趨
ク
。
此
日
會
者
、

陳
氏
、
野
村
、
杦
山
及
弟
（
※
私
）
也
。

十
一
月
九
日
：
小
原
氏
ノ
為
、
法
典
全
昌
精
舎
（
※
全
昌
寺（

（2
（

）
ニ
趨
キ
、
帰
途
溪

毛
［
葊
］（
※
溪
毛
介
の
庵（

（2
（

。）
ヲ
訪
。
○
利
子
九
十
二
円
二
十
五
［
銭
］
相
収
。

○
東
京
杦
山
三
郎
氏
ヱ
柬
発
ス
。
御
望
郷
亮
三
ヱ
金
百
円
、
成
文
堂
口
ヱ
返
濟

ス
。

十
一
月
十
日
：
遊
与
偕
園
、
雅
興
ア
リ
。
夜
、
百
円
小
原
よ
り
借
リ
入
レ
。

十
一
月
十
一
日
：
杦
山
氏
ヲ
小
川
屋
ニ
石
川
ト
同
し
ク
訪
。
十
二
［
時
］
帰
ル
。

十
一
月
十
二
日
：
朝
、
原
田
ヱ
荷
物
回
送
ス
。
夜
、石
川
氏
來
、「
新
誌
」ヲ
校
ス
。

十
一
月
十
三
日
：「
新
誌
」
校
讐
。
西
京
原
田
ヱ
柬
発
ス
。

（
※
挿
込
紙
：
陳
曼
壽
迎
來
節
、
中
井
氏
ニ
托
、
三
円
半
。
又
、
高
木
ヱ
托
ス
、

五
円
。
入
札
［
場
］、
七
円
。
味
梅
花
館
詩
集
、
三
円
二
十
五
［
銭
］。
活
版
所
、

二
円
。
十
月
三
十
日
渡
し
分
、
十
円
）

十
一
月
十
五
日
：
戸
田
雄
馬
大
坂
行
ニ
付
、
金
五
円
托
ス
。
○
東
京
ヨ
リ
器
械
到

着
。

　

○
西
京
上
田
ヱ
柬
発
ス
。
○
夜
、
牧
野
來
ル
。

十
一
月
十
六
日
：
西
京
ゟ
絖
本
着
。
一
反
五
円
。

十
一
月
十
七
日
：
井
筒
屋
講
十
五
円
掛
金
送
ス
。

十
一
月
十
八
日
：
器
械
、
東
京
ヨ
リ
出
、
四
日
市
ヨ
リ
大
橋
（
※
解
題
参
照
）
迠
二

円
八
十
［
銭
］。
大
橋
ゟ
此
者
九
十
五
［
銭
］
也
。

十
一
月
十
九
日
：
此
日
、
於
吉
岡
楼
雅
集
展
観
。
位
置
齊
整
ナ
ス
。

十
一
月
二
十
日
：
雅
會
趨
ク
。
○
石
川
氏
來
、
告
別
。
早
川
周
造（

（3
（

画
門
ニ
入
ラ
ン

［
事
］
乞
。

十
一
月
二
十
一
日
：
斜
風
寒
雨
、
瞻
山
始
載
雪
。

十
一
月
二
十
二
日
：
國
［
枝
］
來
、
五
円
半
受
取
。

十
一
月
二
十
三
日
：
東
京
銀
座
二
丁
目　

日
龍
社
御
中　

平
山
耕
雲（

（3
（

。

十
一
月
二
十
四
日
：
朝
、
為
替
東
京
ヱ
発
ス
。
上
田
帰
京
ニ
付
十
円
紙
代
ト
シ
テ

托
ス
。

十
一
月
二
十
五
日
：
始
器
械
ヲ
試
ム
。

十
一
月
二
十
六
日
：
東
京
福
永
ヨ
リ
柬
來
、
諸
受
取
書
共
。

十
一
月
二
十
七
日
：
此
夜
有
密
快
（
※
不
詳
）。

十
一
月
二
十
八
日
：
大
坂
ヨ
リ
帋
、
并
文
字
（
※
活
字
）
着
。
西
疇
ゟ
柬
來
ル
。

（
※
挿
込
紙
：
記　

　

一
金　

三
百
五
拾
円　
［
口
］
／188　

元
金

　

一
金　

弐
拾
六
円
弐
拾
五
［
銭
］　

リ
足
（
※
利
息
）

　

但　

貸
金
元
リ
本
月
限
リ
ニ
付　

御
返
金
之
事

　

明
治
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日　

第
百
二
十
九
國
立
銀
行　

戸
田
鼎
耳
殿
）　

十
一
月
二
十
九
日
：
秋
雨
［
付
］
無
聊
。
夜
、
訪
陳
氏
、
賦
詩
、
十
二
［
時
］
過

帰
家
。

十
一
月
三
十
日
：
成
文
堂
百
五
十
講
半
口
落
決
算
相
濟
。
此
金
七
十
三
円
五
十

［
銭
］。
暢
神
堂
ゟ
受
取
。

　

成
文
堂
預
リ
金
二
十
円
ノ
内
、
五
円
三
度
相
渡
ス
。
残
五
円
也
。
○
十
円
福
永

ヱ
渡
ス
。

十
二
月
一
日
：
入
札
金
三
十
七
円
四
十
七
［
銭
］
三
［
厘
］。
外
三
十
三
円
萬
酔

堂
ヨ
リ
為
替
。
暢
神
堂
ゟ
受
取
。

十
二
月
二
日
：
無
事
。　

十
二
月
三
日
：
鷃
笑
社
會
、
來
員
頗
多
。
西
京
上
田
ヨ

リ
柬
及
洋
帋
着
。
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（
※
欄
外
：
西
疇　

五
条
伏
見
街
道
下
桶
屋
［
様
］
向
ヒ
）

十
二
月
四
日
：
東
京
杦
山
ヨ
リ
柬
來
リ
。

十
二
月
五
日
：
入
札
之
内
二
十
三
円
五
十
［
銭
］、
暢
神
堂
ゟ
受
取
。

十
二
月
六
日
：
無
何
有
荘
小
集
。
此
日
會
者
十
名
、
雅
興
頗
旺
。

十
二
月
七
日
：
堀
口
泰
一
來
、
岡
本
研
農
ヨ
リ
ノ
托
シ
金
掌
入
。

十
二
月
八
日
：
小
川
僧
泰（

（1
（

來
リ
話
。
西
京
芥
津
ヨ
リ
柬
着
シ
、
鈴
木
安
兵
衛
來
、

絖
本
代
五
円
相
渡
ス
。

十
二
月
九
日
：
大
坂
周
擴
舎
、
活
字
注
文
書
ヲ
出
ス
。
并
芥
津
ヱ
柬
発
ス
。
上
田
、

京
ヨ
リ
來
リ
。

十
二
月
十
日
：
東
京
平
山
ヨ
リ
柬
着
。

十
二
月
十
一
日
：
湖
山（

（2
（

ヱ
香
魚
腸
（
※
う
る
か
）
一
壺
ヲ
贈
ル
。
此
價
四
十
［
銭
］。

十
二
月
十
二
日
：
朝
「
新
誌
」
三
冊
信
州
松
本
ヱ
送
附
。
○
原
田
ヱ
柬
発
ス
。
午

後
、
小
川
果
齋（

（1
（

ノ
招
ニ
ヨ
リ
吉
岡
楼
ヱ
趨
ク
。
帰
後
西
京
芥
津
ヱ
「
新
誌
」
三

冊
、
外
ニ
金
六
円
（
白
帋
代
）、
小
川
果
［
齋
］
ニ
托
ス
ル
ノ
一
封
ヲ
製
ス
。

十
二
月
十
三
日
：
活
版
器
械
過
半
運
送
ス
。

十
二
月
十
四
日
：
國
枝
ヨ
リ
壱
円
半
受
取
置
。
○
寅
太
［
郎
］［
室
］
御
分
霊
通

興
拝
ス
。

十
二
月
十
五
日
：
假
開
業
式
ヲ
修
ス
。　

十
二
月
十
六
日
：「
新
誌
」
ヲ
校
す
。

十
二
月
十
七
日
：
夜
、
鈴
木
突
如
來
、
大
橋
ト
同
伴
ス
。

十
二
月
十
八
日
：
初
雪
來
。
曼
壽
送
別
筵
延
ス
。
岐
阜
渡
［
部
］
ヱ
柬
発
ス
。
柳

城
、
任
所
（
※
清
水
任
所（

（1
（

）
ニ
托
シ
金
四
円
附
ス
。
任
所
モ
壱
円
ヲ
托
。

十
二
月
十
九
日
：
又
雪
。
十
二
月
二
十
日
：
曼
壽
別
筵
ヲ
開
ク
。
朝
（
二
十
円
池

田
屋
受
取
。
五
十
円
今
村
ゟ
受
取
）。
文
明
堂
十
円
渡
ス
。
但
絖
本
代
ナ
リ
。

十
二
月
二
十
二
日
：
成
文
千
円
講
第
二
回
目
（
四
月
十
八
日
、
十
月
）。
此
掛
金

十
九
円
八
十
八
［
銭
］、
外
ニ
新
掛
分
十
一
円
四
十
五
［
銭
］
四
［
厘
］
つ
ゝ

満
［
場
］
迠
掛
継
キ
。

十
二
月
二
十
三
日
：
朝
、
曼
壽
発
車
。
金
五
円
ヲ
托
ス
、［
栢
年
］
ノ
潤
資
。
外

ニ
一
円
、
冶
梅
（
※
王
冶
梅
：
解
題
参
照
）
ノ
潤
十
五
円
、
福
永
ヱ
貸
ス
。

十
二
月
二
十
四
日
：
東
京
福
永
ヱ
柬
発
ス
。
○
西
京
芥
津
ヱ
白
帋
ノ
未
着
ヲ
促

ス
。
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十
二
月
二
十
五
日
：
杦
山
、
早
川
來
リ
、
西
京
ヨ
リ
白
紙
着
ス
。
賃
濟
。

十
二
月
二
十
六
日
：
東
京
ヨ
リ
文
字
着
。
脇
坂
來
ル
。
夜
「
新
誌
」
ヲ
校
す
。
周

擴
舎
ゟ
文
字
着
。

（
※
欄
外
：
越
中
國
高
岡
定
塚
町　

常
念
寺　

邨
申
巳
）

十
二
月
二
十
七
日
：
成
文
堂
五
百
円
講（
割
渡
し
、
引
而
十
二
円
三［
銭
］ニ
濟
）。

　
（
五
円
戻
ス
）
金
十
円
（
内
三
円
國
友
方
ト
、
タ
ン
ケ
イ
（
※
端
渓
硯
）。
七
円

飛
脚
屋
ヱ
托
ス
）。

十
二
月
二
十
八
日
：
大
跡
戸
倉
ゟ
老
［
梅
］（
※
蝋
梅
）
來
。
陳
氏
書
托
ス
。

十
二
月
二
十
九
日
：
曼
壽
ゟ
柬
着
。

十
二
月
三
十
日
：
水
谷
ゟ
金
七
十
円
受
取
。

十
二
月
三
十
一
日
：
浅
野
耕
作
口
五
百
円
ノ
利
子
（
十
一
月
迠
壱
［
銭
］
一
厘
ノ

割
）、
三
十
六
円
相
渡
ス
。
此
日
多
忙
倍
常
。
夜
、
一
酌
為
忘
年
歓
十
一
［
時
］

就
寐
。

（
※
明
治
十
五
年
）

一
月
一
日
：
上
晴
。
年
賀
依
旧
例
。

一
月
二
日
：
活
版
開
業
、
祝
酒
ノ
筵
ヲ
開
ク
。
此
日
十
五
名
。
焼
物
ト
シ
テ
金
十

［
銭
］
つ
ゝ
并
手
巾
（
六
［
銭
］
五
［
厘
］）
ヲ
引
。
此
費
凡
三
円
也
。
○
半
季

落
代
三
円
ト
定
、
六
ヶ
月
分
先
入
ス
。
因
テ
此
金
ノ
以
テ
此
費
ニ
抵
ツ
。

一
月
三
日
：
朝
、
石
川
氏
ヱ
柬
。
多
和
田
生
ヱ
托
ス
。
○
大
坂
安
土
町
三
丁
目
矢

嶌
勘
助
ヨ
リ
白
帋
價
書
着
。
午
後
小
原
ノ
年
始
祭
ニ
赴
く
ク
。

一
月
四
日
：
若
曽
根
來
。
次
児
傭
入
ノ
件
ヲ
談
ス
。
陳
氏
ヨ
リ
柬
來
リ
、
夜［
復
］

柬
認
ム
。
方
壺
ヱ
モ
出
ス
。

一
月
五
日
：
朝
、
申
郎
來
。　

一
月
六
日
：
活
版
開
業
。
夜
、
同
申
郎
訪
小
原
氏
。

一
月
六
日
：
東
京
濱
儀
ヨ
リ
名
古
屋
牧
ヱ
柬
発
シ
、
夜
、
大
坂
行
ノ
飛
脚
屋
ヱ
周

擴
舎
用
ヲ
托
ス
。

（
※
欄
外
：
東
京
麹
子
町
区
飯
田
町
三
丁
目
二
十
八
番
地　

大
三
大
通　

四
ノ
小

通　

濱
弘
。　

愛
知
県
名
古
屋
矢
場
町
五
ノ
切
四
百
八
十
一
番
地　

牧
光
葆
）

一
月
七
日
：
無
事
。　

一
月
八
日
：
矢
野
、
山
川
両
氏
ノ
招
ニ
因
テ
吉
岡
楼
ニ
於

新
年
會
ヲ
開
ク
。
○
果
齋
ヨ
リ
柬
來
ル
。

一
月
九
日
：
石
原
來
、
束
脩
ヲ
持
來
。

一
月
十
日
：
江
馬
氏
ヲ
訪
。
春
煕
ト
旧
ヲ
話
ス（

（3
（

。

一
月
十
一
日
：
雪
。
安
［
部
］
來
リ
、
大
橋
ノ
講
事
件
ヲ
談
ス
。
○
今
村
ゟ
筆
七

本
ヲ
購
求
ス
。

一
月
十
二
日
：
藤
井
、
高
木
松
之
助
、
両
人
ヱ
柬
発
ス
。

（
※
欄
外
：
大
坂
西
区
江
戸
堀
北
通
一
丁
目
十
七
番　

旧
三
田
侯
邸　

高
橋
正
直

方　

高
木
松
之
助
）

一
月
十
三
日
：
東
京
福
永
ヱ
六
円
二
十
［
銭
］
三
井
為
替
ニ
而
送
ル
。
○
大
坂
日

支
三
宅
明
楽
齋
社
員
加
納
廣
次
來
、
筆
数
十
枝
ヲ
鬻
ク
。
尤
猪
馬
毛
多
。

一
月
十
四
日
：
鷃
笑
社
會
ヱ
赴
。
帰
途
、
三
宅
筆
工
ヲ
寓
屋
ヱ
訪
。
此
夜
、
強
雪

沙
々
。

一
月
十
五
日
：
井
筒
屋
ヱ
遊
。
脇
坂
ト
同
酌
而
帰
。

一
月
十
六
日
：
東
京
横
山
礒
貝
ゟ
柬
來
リ
、
夜
西
疇
ヱ
ノ
書
、
加
［
納
］
筆
工
ニ

托
ス
。

一
月
十
七
日
：
朝
、
岐
阜
中
村
栄
助
、
小
川
僧
泰
ヱ
柬
発
ス
。
石
川
ゟ
画
來
。
夜
、

牧
野
來
。

一
月
十
八
日
：
杦
山
柬
來
。
○
松
岡
來
訪
。　

一
月
十
九
日
：
無
異
状
。

一
月
二
十
日
：
大
跡
戸
倉
よ
り
成
文
堂
講
帳
并
金
五
円
、
陳
氏
潤
筆
不
足
分
ヱ
遣

ス
。（
多
少
過
去
之
分
ア
リ
）。
○
大
坂
周
擴
舎
よ
り
明
詳
堂
來
リ
。

一
月
二
十
一
日
：
西
京
鈴
木
安
右
衛
門
よ
り
白
帋
二
本
着
。
此
代
二
円
三
十

［
銭
］、
外
ニ
賃
残
十
五
［
銭
］
也
。

一
月
二
十
二
日
：
早
起
訪
長
屋
氏
。
帰
途
叩
岸
門
、
午
飯
而
帰
ル
。
○
寺
内
村
小
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川
勘
平
方
家
賃
金
三
円
受
取
。
但
シ
一
月
二
月
分
也
。

一
月
二
十
三
日
：
西
京
ヨ
リ
小
川
、
薄
田
両
氏
柬
着
シ
。

一
月
二
十
四
日
：
晩
栗
二
俵
壱
円
、
五
［
銭
］
ニ
而
買
。

　

○
二
円
五
十
［
銭
］、
大
橋
［
俊
江
］
講
初
會
掛
金
、
安
［
部
］
ヱ
托
ス
。

　

○
四
円
十
九
［
銭
］
一
厘
、
十
四
年
後
半
期
ノ
地
税
、
相
納
。
夜
、
於
小
原
小

集
。

一
月
二
十
五
日
：
岡
崎
佐
野
氏
、
大
坂
陳
氏
ヨ
リ
柬
來
ル
。

一
月
二
十
六
日
：
石
川
ヱ
柬
発
ス
。

一
月
二
十
七
日
：
肥
後
熊
本
ノ
人
、
嘯
山
（
※
竹
富
清
嘯（

（3
（

）
画
史
來
訪
。

一
月
二
十
八
日
：
松
本
吉
田
ゟ
柬
着
ス
。

一
月
二
十
九
日
：
藤
井
寒
林
よ
り
柬
來
ル
。

一
月
三
十
日
：
金
五
円
下
婢
給
金
相
渡
ス
。
夜
、
長
屋
生
來
話
。

一
月
三
十
一
日
：
福
萬
ゟ
五
十
円
受
取
、
内
二
十
五
円
松
岡
ヱ
割
与
ス
。
萬
酔
堂

ゟ
四
十
円
受
取
。

二
月
一
日
：
後
藤
才
助
來
リ
、
牧
野
事
件
ヲ
［
頼
］
談
ス
。

二
月
二
日
：
無
異
状
。

二
月
三
日
：
萬
酔
堂
三
百
円
ノ
外
印
乞
。
御
望
亮
三
方
五
十
円
返
金
ヲ
約
ス
。

夜
、
嘯
山
來
話
。

二
月
四
日
：
鷃
笑
社
會
ニ
赴
ク
。

二
月
五
日
：
牧
野
ヨ
リ
金
十
円
、
露
考
古
稀
［
祝
］
画
ノ
潤
金
ト
シ
テ
受
取
。

　

○
曼
壽
ヨ
リ
冶
梅
ノ
冊
頁
販
來
。　

二
月
六
日
：
無
異
状
。

二
月
七
日
：
陳
氏
ヱ
「
新
誌
」
二
巻
、
回
陽
堂
ニ
托
シ
テ
贈
ル
。
外
ニ
方
壺
方
ヱ

冊
頁
二
［
枚
］
画
ヲ
属
ス
。
此
吉
田
。　

二
月
八
日
：
中
嶌
來
話
ス
。

二
月
九
日
：
小
川
果
齋
ゟ
柬
來
。
○
小
見
山
竹
村
ヱ
「
新
誌
」
ヲ
販
ル
。
又
、
藤

井
寒
林
ヱ
モ
販
ル
。

 

（
※
挿
込
紙
：
大
橋
よ
り
金
預
り
置
。
二
月
九
日
四
円
四
十
五
［
銭
］。
三
月
迠

利
濟
）

二
月
十
日
：
鳴ナ
ル

戸
小
山
尊
語
ヨ
リ
幸
便
ア
リ
。「
新
誌
」
第
四
集
壱
［
部
］
五
集

二
［
部
］、
〆
三
［
部
］
贈
附
シ
。　

二
月
十
一
日
：
名
古
屋
牧
ヨ
リ
柬
來
リ
、

直
返
柬
ヲ
発
ス
。

二
月
十
二
日
：
此
夜
有
密
快
（
※
不
詳
）。　

二
月
十
三
日
：
信
濃
國
諏
訪
郡
中
洲

村
二
百
九
十
八
番
地　

平
林
秋
聲
來
訪
。
図
画
専
門
家
。

二
月
十
五
日
：
牧
野
ゟ
老
［
梅
］（
※
蝋
梅
）
來
。
冶
梅
、
清
嘯
ノ
画
渡
ス
。

二
月
十
六
日
：
平
山
ヱ
柬
発
ス
。

二
月
十
七
日
：
朝
、
西
京
上
田
方
ヱ
柬
ス
。
午
後
平
林
方
赴
筵
。

二
月
十
八
日
：
渡
［
部
］
ヱ
ノ
柬
認
ム
。　

二
月
十
九
日
：
夜
、
曼
老
ヱ
ノ
柬
認

ム
。

二
月
二
十
日
：
周
擴
舎
ヱ
柬
発
ス
。

二
月
二
十
一
日
：
岡
崎
并
上
田
ヨ
リ
柬
來
。
直
ニ
両
處
ニ
復
柬
発
。

二
月
二
十
二
日
：
西
京
嶋
田
安
右
衛
門
來
。
白
帋
代
二
円
三
十
［
銭
］
拂
。

二
月
二
十
三
日
：
無
異
状
。　

二
月
二
十
四
日
：
無
異
状
。

二
月
二
十
五
日
：
立
成
講
親
睦
會
ニ
而
吉
岡
（
※
吉
岡
楼
）
ヱ
集
會
ス
。

二
月
二
十
六
日
：
戸
田
鋭
之
助（

（3
（

法
事
。　

二
月
二
十
九
日
：
福
永
ゟ
證
書
受
取
。

三
月
一
日
：
大
坂
安
土
町
矢
嶌
勘
助
方
白
帋
注
文
書
出
ス
。
金
十
四
円
二
十

［
銭
］、
外
ニ
為
換
賃
五
［
銭
］、
郵
便
賃
二
［
銭
］。
○
渡
［
部
］
ヱ
柬
発
ス
。

三
月
二
日
：
上
田
氏
來
ル
。
天
野
ゟ
画
來
ル
。　

三
月
三
日
：
無
異
状
。

三
月
四
日
：
鷃
笑
詩
會
。　

三
月
五
日
：
客
來
。

三
月
六
日
：
同
客
來
。
○
西
京
（
秀
水
、
天
江
（
※
江
馬
天
江
）、
神
山
（
※
神
山
凰

陽（
（3
（

）、
竹
堂
）
ノ
四
名
ヘ
牧
村
氏
ノ
画
嘱
ス
。

三
月
七
日
：
大
阪
矢
嶌
ゟ
紙
着
ス
。

三
月
八
日
：
中
嶌
來
。
金
二
円
、
原
田
行
之
金
預
り
置
。

三
月
九
日
：
無
異
状
。　

三
月
十
日
：
朝
、
方
壺
ヱ
柬
発
。
陳
曼
壽
ゟ
柬
着
ス
。
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三
月
十
一
日
：
善
光
寺
地
所
分
裂
願
役
場
ヱ
差
出
ス
。
○
國
立
銀
行
ニ
而

三
百
七
十
円
新
借
、
旧
十
二
月
ヨ
リ
二
月
迠
、
利
十
六
円
七
十
三
［
銭
］
相
納
、

外
五
円
十
八
［
銭
］
利
子
前
収
三
分
六
月
限
（
三
十
七
［
銭
］
印
帋
代
、
五
厘

證
券
帋
）。

三
月
十
二
日
：
朝
、
三
十
円
為
換
、
大
阪
周
擴
舎
ヱ
出
ス
。

三
月
十
三
日
：
大
阪
周
擴
舎
、
小
原
ヨ
リ
同
時
柬
來
ル
。

三
月
十
四
日
：
無
異
状
。　

三
月
十
五
日
：
無
異
状
。

三
月
十
六
日
：
朝
、
周
擴
舎
ヱ
柬
発
ス
。
○
今
枝
ヨ
リ
二
十
五
円
受
取
。
○
岐
阜

渡
［
部
］
柬
発
。
夜
、
曼
老
ヱ
ノ
柬
修
ス
。　

三
月
十
七
日
：
無
異
状
。

三
月
十
八
日
：
朝
、
三
十
円
以
銀
行
以
為
替
。
平
山
ヲ
送
ル
。
朝
、
周
擴
舎
ヘ
活

字
四
号
文
字
原
稿
発
ス
。　

三
月
十
九
日
：
無
異
状
。　

三
月
二
十
日
：
同
。

三
月
二
十
一
日
：
大
阪
擴
文
字
來
。　

三
月
二
十
二
日
：
無
異
状
。

三
月
二
十
三
日
：
石
川
ゟ
課
題
來
。
○
果
齋
ヘ
「
新
誌
」
発
ス
。
○
谷
氏
法
事
ニ

付
來
客
。

三
月
二
十
四
日
：
周
擴
舎
ヘ
柬
発
ス
。
○
陳
氏
ヨ
リ
柬
ル
。
因
テ
「
新
誌
」
七
集

西
京
ヱ
向
テ
発
ス
。　

三
月
二
十
五
日
：
大
坂
周
擴
舎
ヨ
リ
送
金
着
。

三
月
二
十
六
日
：
秋
声
書
画
會
、
与
偕
園
ニ
赴
ク
。

三
月
二
十
七
日
：
雲ウ

ジ

イ
林
院
蘇
山
來
訪
。　

三
月
二
十
八
日
：
周
擴
舎
ヨ
リ
四
号
仮

名
着
。

三
月
二
十
九
日
：
無
異
状
。　

三
月
三
十
日
：
訪
［
津
嶌
］
氏
。

三
月
三
十
一
日
：
平
井
ゟ
二
十
円
借
リ
入
レ
。

　

○
十
二
［
銭
］
大
橋
方
預
金
（
本
日
迠
ノ
利
、
お
セ
い
へ
渡
ス
）。

（
※
欄
外
：
西
洋
帋　

京
橋
區
中
橋
大
鋸
町
六
番
地　

金
澤
屋
商
店

　
　

日
本
演
説
討
論
方
法　

九
十
［
銭
］　

銀
屋
二
丁
目
書
林　

山
中
孝
之
助
方
）

四
月
一
日
：
雨
。
鷃
笑
社
會
ヘ
赴
ク
。

四
月
二
日
：［
フ
レ
ス
］（
※
「
プ
レ
ス
」
か
。
解
題
参
照
）
東
京
ゟ
着
。

四
月
三
日
：
曼
壽
よ
り
柬
來
。　

四
月
四
日
：
嶌
來
。

四
月
五
日
：
大
坂
周
擴
舎
ヨ
リ
四
号
文
字
着
ス
。

四
月
六
日
曼
壽
ヘ
次
韵
ノ
蕪
詩
ヲ
［
復
］
ス
。
○
修
齊
学
舎
意
見
書
ヲ
廻
ス
。

　
（
※
こ
の
日
、
板
垣
退
助
遭
難
あ
り
。
解
題
参
照
）

四
月
七
日
：
無
異
状
。　

四
月
八
日
：
真
平
來
ル
。

四
月
九
日
：
小
原
方
稲
荷
祭
。
○
村
由
巳
ヱ
柬
発
ス
（
越
中
國
高
岡
定
塚
町　

常

念
寺
ニ
方
）。

四
月
十
日
：
茨
城
県
、
関
友
石
來
ル
。
篆
刻
業
。
午
後
石
川
柳
城
來
訪
。

四
月
十
一
日
：
柳
城
告
別
。　

四
月
十
二
日
：
無
異
状
。
終
日
雨
中
。

四
月
十
三
日
、
四
月
十
四
日
、
四
月
十
五
日
：
無
異
状
。

四
月
十
六
日
：
岐
阜
勧
業
課
ヘ
復
凾
ヲ
出
ス
。
夜
、
文
明
堂
來
ル
。

（
※
一
行
空
白　

京
都
長
期
滞
在
。
解
題
参
照
）

六
月
九
日
：
雨
。
午
後
訪
小
原
。
小
川
僧
泰
來
話
。

六
月
十
日
：
野
村
、
松
岡
ヲ
訪
。
方
壺
ヘ
柬
発
ス
。

六
月
十
一
日
：
朝
、
岩
田
（
※
岩
田
徳
義
か（

（3
（

。）
來
。
午
後
藤
陰
來
話
。

六
月
十
二
日
：
上
田
氏
ヲ
訪
。
夜
、
文
［
霞
］
大
橋
來
。

六
月
十
三
日
：
朝
、
安
田
、
戸
倉
、
中
嶌
氏
來
。　

六
月
十
四
日
：
雨
。
山
川
來

話
。

六
月
十
五
日
：
濃
飛
自
由
新
聞
開
業
式
。
午
後
三
時
ヨ
リ
於
吉
岡
楼
。
早
川
氏
來

ル
。

六
月
十
六
日
：
牧
野
來
。
西
京
［
上
田
］
ヘ
新
聞
ヲ
送
ル
。

六
月
十
七
日
：
訪
小
原
氏
。
夜
、
書
周
擴
舎
柬
。

六
月
十
八
日
：
王
冶
梅
ヘ
柬
発
ス
。
矢
野
來
。

（
※
欄
外
：
絖
本
二
丈
七
寸
。
毎
尺
十
八
［
銭
］
か
く
。
代
金
未
納
此
代
三
円

七
二
六
。
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活
版
金
文　

五
円
七
円
八
円
）

六
月
十
九
日
：
岡
本
硯
農
來
ル
。
夜
、
十
五
円
大
工
又
八
ヘ
渡
ス
。
夜
、
石
川
ヘ

ノ
柬
認
ム
。

六
月
二
十
日
：
旧
端
午
日
。
晴
。
竹
影
ヨ
リ
柬
着
。

六
月
二
十
一
日
：
夜
、
終
日
不
出
戸
外
。

六
月
二
十
二
日
：
冶
梅
ゟ
柬
着
。
直
復
音
ヲ
発
ス
。
又
、
天
然
堂
ヘ
発
ス
。

六
月
二
十
三
日
：
上
田
氏
ヘ
柬
発
ス
。
周
擴
舎
ヨ
リ
文
字
着
ス
。

六
月
二
十
四
日
：
名
古
屋
柴
田
ヘ
柬
発
ス
。　

六
月
二
十
五
日
：
関
友
石
來
ル
。

六
月
二
十
六
日
： 

冶
［
梅
］、
上
田
ヨ
リ
柬
來
ル
。
夜
、
始
メ
テ
試
漢
枝
。

六
月
二
十
七
日
：
成
文
堂
五
百
円
講
。
此
事
務
多
ニ
ヨ
リ
欠
席
。

六
月
二
十
八
日
：
朝
、
三
十
円
宇
野
ヘ
返
ス
。
天
野
ゟ
柬
來
リ
、
戸
倉
氏
來
ル
。

六
月
二
十
九
日
：
無
事
徹
夜
。

六
月
三
十
日
：
小
原
氏
百
円
返
ス
。
此
札
時
田
頼
三
後
藤
［
ニ
］
同
帰
。

七
月
一
日
：
鷃
笑
社
會
。　

七
月
二
日
：
郷
氏
來
ル
。

七
月
三
日
：「
新
誌
」
天
野
、
江
馬
、
原
田
、
陳
、
王
、
伊
セ
（
※
伊
勢
小
淞
）、
森

（
※
森
琴
石
）、
小
川
、
篠
原
、
邨
、
送
ス
。

七
月
四
日
：
岩
越
ヘ
柬
発
ス
。　

七
月
五
日
：
四
君
子
會
廣
告
、
各
處
ヘ
郵
送
ス
。

七
月
六
日
：
大
橋
へ
名
古
屋
へ
遣
ス
金
十
五
円
托
し
置
。
夜
活
版
所
ノ
會
計
ヲ
為

ス
。

七
月
七
日
：
無
事
。
周
擴
舎
よ
り
送
金
者
一
目
着
。

七
月
八
日
：
大
橋
帰
垣
。

七
月
九
日
：
近
藤
政
男
貸
家［
濟
］［
宮
］ニ
付
、
鋪
金
ト
シ
テ
二
十
五
円
受
取
置
。

中
嶌
ヨ
リ
香
典
預
リ
置
。
原
田
ゟ
柬
來
ル
。

七
月
十
日
：
無
事
。　

七
月
十
一
日
：
陳
氏
ゟ
柬
來
。
徹
夜
。

七
月
十
二
日
：
森
氏
琴
石
ゟ
柬
來
ル
。　

七
月
十
三
日
：
無
事
。

七
月
十
四
日
：
朝
、
中
井
氏
來
話
。
又
、
嶌
田
［
老
］
田
モ
來
。

七
月
十
五
日
：
金
三
円
六
十
［
銭
］、河
合
甚
蔵
給
料
、一
月
ゟ
六
月
迠
分
相
渡
ス
。

天
野
并
上
田
氏
ヘ
素
麺
一
函
つ
ゝ
送
ル
。　

七
月
十
六
日
：
無
事
。

七
月
十
七
日
：
夜
、「
新
誌
」
稿
ヲ
草
ス
。

七
月
十
八
日
朝
、
百
円
小
原
方
ゟ
借
入
レ
。
○
周
擴
舎
ヘ
文
字
返
ス
柬
ハ
未
タ
。

夜
、
金
古
堂
ヘ
柬
、
并
竹
影
ヘ
認
ム
。

七
月
十
九
日
：
四
十
円
岩
越
方
へ
以
為
換
送
ル
。
内
十
五
円
ハ
周
擴
舎
ヘ
渡
シ

分
。

　

○
周
擴
舎
ヘ
柬
発
ス
。
吉
田
伝
次
來
話
。

七
月
二
十
日
：
雨
。
井
筒
屋
講
掛
金
、
萬
酔
堂
ヘ
附
ス
。

七
月
二
十
一
日
：
名
古
屋
天
然
堂
ヘ
柬
発
ス
。

七
月
二
十
二
日
：
中
嶌
、
牧
野
両
子
來
ル
。　

七
月
二
十
三
日
：
金
古
堂
へ
柬
発

ス
。

七
月
二
十
四
日
：
小
原
氏
例
祭
へ
赴
ク
。
夜
、
金
十
円
ヲ
上
田
氏
帰
京
へ
托
ス
。

　

○
石
川
ゟ
柬
到
ル
。　

七
月
二
十
五
日
：
無
事
。

七
月
二
十
六
日
：
金
二
十
円
竹
ノ
原
ゟ
受
取
。

七
月
二
十
七
日
：
朝
、
養
老
江
赴
ク
。　

七
月
二
十
八
日
：
夜
、
十
一
［
時
］
過

帰
家
。

七
月
二
十
九
日
：
大
坂
森
金
石
（
※
森
琴
石（

（3
（

）
ヨ
リ
書
幅
來
ル
。

七
月
三
十
一
日
：
赴
十
三
円
三
十
一
［
銭
］
七
月
迠
ノ
銀
行
ノ
利
子
拂
。

八
月
一
日
：
方
壺
ゟ
柬
着
。
吉
田
生
來
、
別
ヲ
話
ス
。

八
月
二
日
：
内
藤
氏
別
筵
ニ
赴
ク
。

八
月
三
日
：
方
壺
ヱ
「
分
類
字
錦
」
六
帙
、
外
ニ
金
十
円
、
藤
野
ヱ
托
ス
。
并
周

擴
舎
ヘ
文
字
注
文
書
ヲ
托
ス
。

八
月
四
日
：
石
川
へ
柬
発
ス
。
石
崎
來
、
郷
氏
委
托
件
ア
リ
。

八
月
五
日
：
鷃
笑
社
會
、
暴
風
雨
ノ
為
ニ
不
馳
赴
。

八
月
六
日
：
夜
、
十
［
時
］
頃
、
曽
根
堤
損
潰
ノ
急
報
ア
リ
。
一
家
諸
具
纒
収
、
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恰
如
戦
場
。
溢
水
及
床（

（3
（

。

八
月
七
日
：
下
水
ス
ト
雖
モ
恰
戦
城
ノ
如
シ
。

八
月
八
日
：
水
見
舞
ト
シ
テ
便
來
ル
。
石
原
、
杦
山
、
牧
野
、
早
川
、
岩
越
、
中

嶋
、
渡
［
部
］、
各
贈
リ
物
ア
リ
。

八
月
十
日
：
諸
方
ヨ
リ
柬
六
封
來
ル
。
○
松
岡
、
小
川
、
松
永
、
國
枝
へ
水
見
舞

ト
シ
テ
醤
油
壱
升
つ
ゝ
遣
ス
。

八
月
十
一
日
：
西
京
天
ノ
（
※
天
野
）
ヨ
リ
柬
來
ル
、
直
ニ
［
復
］
柬
ヲ
発
ス
。

八
月
十
二
日
：
石
津
、
小
川
ヘ
「
新
誌
」
郵
送
ス
。
又
、
内
藤
へ
柬
出
ス
。

八
月
十
三
日
：
活
版
所
掃
除
シ
上
田
肇
來
。
又
晩
晴
、安
田
白
砂
糖
一
箱
物
來
ル
。

八
月
十
四
日
：
内
藤
ゟ
柬
來
ル
。
○
大
阪
岩
越
ヨ
リ
菓
子
器
陸
運
ヱ
托
シ
着
。

八
月
十
五
日
：
池
田
來
。
又
、［
早
］
川
丹
陽
來
。
夜
、
探
物
ノ
議
ア
リ
。

八
月
十
六
日
：
東
京
杦
山
、
大
阪
森
、
西
京
金
古
三
所
ヘ
柬
ヲ
発
ス
。
○
西
京
中

井
よ
り
紙
着
。　

八
月
十
七
日
：
無
事
。

八
月
十
八
日
：
朝
、
奥
村
方
へ
到
。
安
藤
來
ル
。
明
日
帰
岐
ノ
由
。

八
月
十
九
日
：
西
京
中
井
ヱ
洋
帋
注
文
ノ
柬
ヲ
発
ス
。
夜
、
訪
野
村
氏
。

八
月
二
十
日
：
方
壺
ヨ
リ
洪
水
見
舞
着
。
金
古
堂
ゟ
柬
來
リ
。

八
月
二
十
一
日
：
西
京
鈴
木
安
右
衛
門
來
リ
、
絖
本
代
五
円
渡
ス
。

八
月
二
十
二
日
：
無
異
状
。

八
月
二
十
三
日
：
石
原
ゟ
潤
儀
数
ケ
來
ル
。
夜
、
静
岡
壱
番
町
鳳
鳴
社
、
柬
并
ニ

天
野
ヘ
「
新
誌
」
ヲ
送
ル
。　

八
月
二
十
四
日
：
谷
村
ゟ
柬
來
ル
。

八
月
二
十
五
日
：
岐
阜
曼
壽
ヘ
柬
発
ス
。
午
後
吉
岡
楼
立
生
講
集
會
。

八
月
二
十
六
日
：
福
永
方
へ
八
十
円
口
ノ
利
子
三
ケ
月
分
二
円
八
十
七
［
銭
］
遺

ス
。

八
月
二
十
七
日
：
大
坂
周
擴
舎
、
西
京
石
津
并
竹
影
ゟ
柬
着
。
夜
、
呉
山
來
話
。

八
月
二
十
八
日
：
中
嶌
來
リ
、
岳
飛
法
帖
代
壱
円
。
村
來
ル
。

八
月
二
十
九
日
：
西
京
上
田
ゟ
中
井
ゟ
柬
ル
。

　

○
今
村
ゟ
二
十
五
円
受
取
。
此
リ
（
※
利
）
七
十
五
［
銭
］
也
。

八
月
三
十
日
：
郷
氏
來
ル
。　

八
月
三
十
一
日
：
三
田
大
橋
氏
取
替
。

九
月
一
日
：
快
晴
。
無
事
。　

九
月
二
日
：
鷃
笑
社
會
ヘ
赴
ク
。

九
月
三
日
：
牧
野
生
來
。
古
稀
潤
賄
金
ト
シ
テ
四
円
預
リ
置
ク
。

九
月
四
日
：
快
晴
。
無
事
。

九
月
五
日
：
朝
、
赴
岐
阜
、
先
訪
陳
氏
（
※
解
題
参
照
）。
午
後
訪
石
川
。
夜
、
宿

竹
屋
町
菊
半
楼
。　

九
月
六
日
：
同
、
陳
、
石
、
一
訪
高
橋
氏
。

九
月
七
日
：
夜
、
帰
家
。　

九
月
八
日
：
名
古
屋
芳
洲
門
生
僧
來
リ
、
画
ヲ
乞
。

九
月
九
日
：
戸
田
氏
法
事
付
出
。

九
月
十
日
：
到
山
口
願
書
状
。
此
日
會
者
十
名
余
。
夜
、
八
［
時
］
過
、
帰
家
。

九
月
十
一
日
：
矢
野
來
、
夜
出
［
髪
及
切
］。
小
原
方
ヲ
訪
。

九
月
十
二
日
：
石
川
氏
柬
発
ス
。

九
月
十
三
日
：
壱
円
半
東
京
成
章
社
送
ル
。
郵
便
為
替
ノ
代
、
四
［
銭
］
也
。

九
月
十
四
日
：
訪
石
原
不
遇
。　

九
月
十
五
日
：
小
原
氏
來
リ
、
晩
餐
ヲ
喫
［
而

在
］。

九
月
十
六
日
：
金
十
円
活
版
所
ヨ
リ
受
取
。
内
九
円
也
、
中
井
ヘ
以
銀
行
為
換
送

ル
。
右
銀
行
手
数
四［
銭
］。
山
川
氏
來
話
ス
。　

九
月
十
七
日
：
若
山
生
來
ル
。

九
月
十
八
日
：
大
阪
森
氏
ヨ
リ
柬
來
ル
。
夜
、
田
［
林
］
來
、
大
橋
氏
事
件
ヲ
談

ス
。

九
月
十
九
日
：
無
事
。

九
月
二
十
日
：
梅
吉
上
阪
ニ
付
大
森
帋
店
ニ
而
求
帋
ス
ル
［
事
］
ヲ
托
ス
。
乃
※
す
な
は
ち

金
三
円
也
渡
ス
（
此
金
本
月
［
入
］
分
活
版
舎
ノ
金
）。
内
藤
氏
へ
柬
托
ス
。

九
月
二
十
一
日
：
朝
、
文
明
堂
來
、
京
都
東
洞
院
松
原
下
ル　

中
野
常
七
方
ヘ
白

帋
ノ
價
格
問
尋
状
差
出
ス
。
○
東
京
成
章
社
よ
り
「
詩
文
評
釈
」
四
十
号
ヨ
リ

五
十
二
号
迠
來
ル
。
天
然
堂
來
ル
。

九
月
二
十
二
日
：
浅
ノ
（
※
浅
野
）
兵
吉
來
、
碑
書
ヲ
嘱
ス
。
夜
、
小
原
氏
ヲ
訪
。
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九
月
二
十
三
日
：
天
然
堂
來
、
告
別
。
○
岐
阜
縣
ゟ
鷃
笑
社
一
周
年
発
賣
高
取
調

ノ
書
信
到
ル
。
夜
、
峻
郎
氏
來
ル
。

九
月
二
十
四
日
：
朝
、
野
村
君
來
、
小
原
氏
ノ
回
居
ア
リ
。

九
月
二
十
五
日
：
戸
倉
、
谷
、
中
嶌
來
ル
。
夜
、
訪
内
藤
生
。
○
棚
橋
氏
ゟ
「
金

石
集
」
來
ル
。

九
月
二
十
六
日
：
早
川
牧
野
両
生
來
ル
。
早
川
ゟ
岳
飛
（
※
法
帖
）
ノ
代
壱
円
、

外
十
円
預
ル
。
右
、
乃
置
［
遊
］
潤
七
円
也
。
差
引
三
円
也
返
上
。
○
大
橋
氏

器
械
三
百
二
十
円
ニ
而
引
受
ノ
約
［
調
］。（
※
解
題
参
照
）

九
月
二
十
七
日
：
朝
、
毛
上
人
（
※
溪
毛
介（

（2
（

）
ヲ
訪
フ
。
曼
壽
、
石
川
ゟ
柬
來
ル
。

直
［
復
］
函
ヲ
発
ス
。
惣
兵
衛
東
都
ヘ
帰
ル
中
嶌
ニ
到
ル
。

九
月
二
十
八
日
：
朝
、
四
円
、
西
［
野
］
講
ヘ
出
ス
。
午
後
牧
野
ゟ
十
五
円
、
秋

水
金
預
リ
置
ク
。
梅
吉
大
阪
よ
り
來
ル
。

（
※
欄
外
：
山
本
駿
郎　

神
田
区
小
川
町
二
番
地　

市
川
直
之
方
）

九
月
二
十
九
日
：
昨
夕
石
原
氏
云
々
ア
リ
。
求
梅
宝
水
來
今
夕
帰
去
。
○
十
二
円

五
十
［
銭
］、
戸
田
治
三
郎
方
講
金
出
ス
。　

九
月
三
十
日
：
井
筒
屋
ゟ
十
円

入
ル
。

十
月
一
日
：
十
五
円
松
野
氏
へ
［
戻
］
ス
（
内
七
円
ハ
大
橋
氏
ゟ
廻
行
金
返
上
分
。

八
円
ハ
五
十
円
ノ
内
ニ
而
［
戻
］
ス
）。　

十
月
五
日
：
東
京
濱
弘
一（

（3
（

ゟ
海
苔

一
函
贈
來
ル
。

十
月
七
日
：
鷃
笑
社
會
。
与
偕
園
へ
赴
ク
。

十
月
八
日
：
岸
生
來
告
別
。
○
曼
［
樹
］（
※
曼
寿
）
柬
着
ス
。

十
月
十
七
日
：
小
原
氏
法
納
ノ
壽
筵
ニ
赴
ク
。

十
月
二
十
日
：
大
阪
森
氏
へ
柬
、
及
呉
昌
明
ノ
幅
（
※
掛
軸
）
返
ス
。

十
月
二
十
三
日
：
成
文
堂
九
百
円
講
四
會
目
。
此
掛
金
十
五
円
七
十
八
［
銭
］
四

［
厘
］
也
。
外
ニ
十
一
円
四
十
五
［
銭
］
四
［
厘
］、
利
［
残
］
有
。

十
月
二
十
五
日
：
牧
野
氏
ヘ
書
画
幅
細
書
送
致
ス
。

十
月
二
十
七
日
：
大
橋
方
講
落
金
六
十
七
円
六
十
五
［
銭
］、
安
［
部
］
ゟ
受
取
。

残
金
十
八
円
ノ
證
書
入
レ
置
ク
。
年
三
會
ニ
六
十
四
円
つ
ゝ
返
却
ス
ル
ノ
約
。

十
月
二
十
八
日
：
東
京
野
村
及
岸
よ
り
柬
來
ル
。
又
、
静
岡
鳳
鳴
社
よ
り
「
九
成

餘
唱
」
一
部
販
リ
來
ル
。

（
※
挿
込
紙
：
東
京
神
田
区
西
小
川
町
壱
丁
目
九
番
地
）

十
一
月
四
日
：
鷃
笑
社
會
。
与
偕
園
ヘ
赴
ク
。

十
一
月
五
日
：
野
村
氏
説
道
ニ
侍
ス
。

十
一
月
六
日
：
東
京
野
村
宅
ヘ
柬
。
政
岡
并
岸
ヘ
「
新
誌
」
一
［
部
］
つ
ゝ
送
ル
。

十
一
月
十
日
：
興
文
校
掛
二
円
五
十
［
銭
］
内
大
橋
分
一
口
上
田
肇
分
一
口
差
出

ス
。

十
一
月
十
一
日
：
朝
、
奥
村
東
行
ニ
付
、
岸
生
ヱ
一
柬
附
托
ス
。

十
一
月
十
一
日
：
公
債
利
子
共
覺
社
ニ
而
受
取
。

十
一
月
十
二
日
：
長
村
氏
［
寛
］
公
ヲ
訪
。

十
一
月
十
三
日
：
牧
野
ゟ
柬
來
。
書
画
朝
預
送
ル
。
○
岐
阜
渡
［
部
］
ヘ
［
復
］

柬
発
ス
。

十
一
月
十
八
日
：
井
筒
屋
講
掛
金
十
五
円
出
ス
。
内
八
十
［
銭
］
□
他
ヨ
リ
引
。

　

○
曼
樹
ヘ
柬
発
ス
。

十
一
月
二
十
七
日
：
中
嶌
來
、
書
画
売
却
金
ノ
内
へ
五
十
円
預
リ
置
ク
。

十
二
月
一
日
：
豊
後
人
來
ル
。
十
二
月
四
日
：
曼
樹
ヘ
柬
発
ス
。

十
二
月
六
日
：
豊
後
人
來
告
別
。
依
而
牧
ノ
古
稀
ノ
画
、
五
岳
外
三
［
枚
］
ヲ
托

ス
。
右
潤
ト
シ
テ
二
円
預
ケ
置
ク
。

十
二
月
十
三
日
：
竹
影
生
ヘ
硯
販
リ
。
杦
山
ゟ
柬
來
ル
。
東
京
大
橋
ヘ
柬
発
ス
。

夜
、
岡
崎
佐
野
ヘ
ノ
柬
認
ム
。

十
二
月
十
八
日
：「
新
誌
」
曼
壽
（
十
三
、十
四
）。
果
齋
（
十
ゟ
十
四
迠
）。
岸
及

鳳
鳴
社
へ
送
ル
。
若
山
生
來
、「
新
誌
」
二
部
持
去
。
○
金
三
円
、
甚
蔵
ヘ
渡
ス
。

（
※
以
下
無
記
載
6
丁
）
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※
註
13
：
す
べ
て
『
鷃
笑
新
誌
』
同
人
。
雑
誌
掲
載
の
人
名
よ
り
推
定
し
た
。

※
註
14
：
岡
本
硯
農
。
南
画
家
。
胡
鉄
梅
か
ら
学
ん
だ
。
嘉
永
二
年
名
古
屋
生
、大
正
十
二
年
没
。

※
註
15
：
小
川
僧
泰
（
ま
た
は
果
齋
）。『
鷃
笑
新
誌
』
同
人
、
後
の
木
蘇
岐
山
。
典
故
考
証
に

精
通
し
五
千
巻
堂
主
人
と
号
し
た
。
安
政
四
年
稲
葉
郡
佐
波
村
生
、
大
正
五
年
没
。

※
註
16
：
無む
か
う
そ
う

何
有
荘
。
小
原
鉄
心
旧
庵
。
現
在
「
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念
館
」
内
に
移
築
。

※
註
17
：
吉
岡
楼
。
大
垣
公
園
内
に
あ
っ
た
料
亭
。

※
註
18
：
篠
田
芥
津
。
京
都
の
篆
刻
家
。
文
政
四
年
稲
葉
郡
芥
見
村
生
、
明
治
三
十
五
年
没
。

※
註
19
：
林
逸
。
書
家
。
岐
阜
市
在
の
県
庁
職
員
。
天
保
十
年
生
。

※
註
20
：
天
野
方
壺
。
南
画
家
。
文
政
十
一
年
伊
予
に
生
れ
、
明
治
二
十
七
年
岐
阜
県
で
没
し

た
と
い
わ
れ
る
。

※
註
21
：
江
馬
金
粟
。
江
馬
細
香
の
甥
。
詩
人
・
洋
医
。
文
化
九
年
生
、
明
治
十
五
年
没
。

※
註
22
：
宇
野
義
存
。
漢
詩
人
宇
野
南
村
の
三
男
。『
南
村
遺
稿
』
を
刊
行
。

※
註
23
：
小
野
湖
山
。
梁
川
星
巌
の
高
弟
。
東
京
在
。
文
化
十
一
年
近
江
生
、明
治
四
十
三
年
没
。

※
註
24
：
以
下
「
谷
」
氏
は
溪
毛
芥
の
家
を
指
す
か
。
長
男
雲
嶂
な
ら
ば
『
鷃
笑
新
誌
』
同
人
。

天
保
十
一
年
生
、
明
治
三
十
七
年
没
。

※
註
25
：
成
瀬
石
痴
。
長
崎
の
篆
刻
家
。
天
保
九
年
生
、
明
治
二
十
八
年
没
。

※
註
26
：
江
馬
天
江
。
星
巌
門
下
の
文
人
。
京
都
在
。
文
政
八
年
近
江
生
、
明
治
三
十
四
年
没
。

※
註
27
：
原
田
西
疇
。
安
芸
生
れ
の
『
鷃
笑
新
誌
』
同
人
。
京
都
で
陳
曼
寿
の
詩
集
を
編
集
。

※
註
28
：
全
昌
寺
。
大
垣
市
に
あ
る
小
原
鉄
心
・
戸
田
葆
逸
の
菩
提
寺
。

※
註
29
：
溪
毛
介
。
大
垣
誓
運
寺
住
職
。
雲
華
上
人
に
学
ぶ
。
文
政
元
年
生
、
明
治
十
六
年
没
。

※
註
30
：
早
川
周
造
。
安
八
郡
三
郷
村
戸
長
。
明
治
三
十
年
貴
族
院
議
員
当
選
。『
鷃
笑
新
誌
』

同
人
の
早
川
樸
堂
と
同
一
人
物
か
。
文
久
三
年
生
。

※
註
31
：
平
山
耕
雲
。
大
垣
藩
の
砲
丸
鋳
造
・
金
工
師
に
し
て
読
売
新
聞
印
刷
技
師
と
な
る
。

※
註
32
：
江
馬
春
煕
は
江
馬
金
粟
の
長
男
。
と
き
に
金
粟
一
月
五
日
没
、
七
十
一
歳
。

※
註
33
：
竹
富
清
嘯
。
別
号
嘯
山
。
南
画
家
。
上
海
に
渡
り
帰
国
後
京
阪
を
遊
歴
。
天
保
四
年

熊
本
生
、
明
治
三
十
二
年
没
。

※
註
34
：
戸
田
鋭
之
助
。
大
垣
藩
家
老
。
国
立
第
百
二
十
九
銀
行
頭
取
。
安
政
四
年
生
。

※
註
35
：
神ご
う
や
ま山

凰
陽
。
京
都
在
文
人
。
長
良
川
（
鳳
凰
川
）
の
北
、
上
土
居
に
文
政
七
年
生
、

明
治
二
十
三
年
没
。

※
註
36
：
岩
田
徳の
り
よ
し義

。
岐
阜
県
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
指
導
者
。
弘
化
三
年
岡
崎
生
。
大
正

十
二
年
当
時
存
命
。

※
註
37
：
森
琴
石
。
南
画
家
。
胡
鉄
梅
と
交
流
。
天
保
十
四
年
有
馬
温
泉
に
生
る
、大
正
十
年
没
。

※
註
38
：
明
治
十
五
年
八
月
五
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
台
風
上
陸
。
四
国
か
ら
中
部
地
方
に
か

け
て
各
地
の
川
が
氾
濫
し
た
。

※
註
39
：
濱
弘
一
。
大
垣
出
身
文
官
。
当
時
会
計
検
査
院
検
査
官
。
嘉
永
元
年
生
、大
正
九
年
没
。

　
　
　
【
事
項
参
考
図
書
】

『
濃
飛
人
物
と
事
業
』
大
正
五
年
、
大
橋
彌
市
刊
。

『
大
垣
市
史　

中
巻
（
分
科
志
）』
昭
和
五
年
、
大
垣
市
役
所
刊
。

『
濃
飛
偉
人
伝
』
昭
和
八
年
、
岐
阜
県
教
育
会
刊
。

『
岐
陽
雅
人
伝
』
昭
和
十
年
、
松
田
宗
教
刊
。

『
平
田
町
史　

下
巻
』
昭
和
三
十
九
年
、
平
田
町
役
場
刊
。

『
岐
阜
市
史　

通
史
編
近
代
』
昭
和
五
十
六
年
、
岐
阜
市
刊
。

『
大
垣
市
史　

通
史
編
近
現
代
』
平
成
二
十
五
年
、
大
垣
市
刊
。

○
本
資
料
の
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
岐
阜
女
子
大
学
地
域
文
化
研
究
所
の
丸
山
幸

太
郎
先
生
、
辻
公
子
先
生
、
お
よ
び
韓
天
雍
先
生
か
ら
多
大
な
る
御
教
示
に
与

り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
茲
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




